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一

　
　
　
序
論

　
高
適

〇
〇
～

、

は

、

す
る
詩

る
。

年
時

は

に

ま

地

々
と

て
い
た

、

時
宋

っ
た

に
よ
っ
て

に
擧

た

と
に
よ
り
、

に

て

め
て
の

と

る

け

た
。

の

に

っ
た
高
適
は
、
す

に

て
、

び

の
生

る
。

っ
た

に

出

、

の

と

っ
た
。

の

安

の

お

り
、

に

る
。

ま
る
と
、
高
適
は

國
に
よ
っ
て

事
に

遷

る

、

�

と

り
、

に

、

、

の

、

に

っ
た
の

に

侍

、

常
侍
に

じ
た
。

元
年

に

り
、

書

た
。
高
適
の
詩
文
集
と

て
は
『
高
常
侍
集
』

殘

て
お
り
、

の
中

身
の

の

驗

と
に

た

詩

高

、

時

の
詩

る

と

び

て
い
る
。

　
高
適
に
關
す
る

先
行
研
究
に
つ
い
て
、
傳
記
�

�
版
本

め
た

研
究
は
、

開

『
高
適
詩
集

年

』
、

『
高
適
集
校

』

り
、
傳
記
に
關
す
る

の
と

て
は

の

の
の

に
、
周

『
高
適
年

』

擧

る
。

の

、
高
適
に
關
す
る
研
究
論
文

は

詩

論

に

た

の

は
じ
め
と

て
、

の
先
行
研
究

在
す
る
。

、

の
先
行
研
究

は
國

版
本
調
の

、
高
適
の
傳
記

不

て
い
る
と
い

た

、

高
適
に
關
連
す
る

ま

ま

比
較

た
研
究

行
わ

て

っ
た
。

　
版
本
研
究
に
關

て
は
、中
國
の
研
究

る

開

や

は
中
國
の

藏

關
の

中

と

て
論

開

て
お
り
、



二

ま
た

の
研
究

の

『

版
　
高
常
侍
詩
校

』

版
本
に
つ
い
て
ま
と
め
た

に
は
、

は
り

の

藏

關

つ
版
本

中

に

て
い
る
。
ま
た
、

本
に
お
け
る

版
本
の
先
行
研
究

る

庫

書

目

『
高
常
侍
集
』

、

び
に
『
高
常
侍
集
』
の
版
本
�
高
適
研
究
文

目

は
、

本
國

の

藏

關
の
藏
書

に
と
り

て
い
る
。

、

は
じ
め
と

た

研
究

は
、

本
の
版
本
に
つ
い
て

行

て
い
る
。

は

分

の

、

體
に
わ
た
っ
て
比
較

た

の

は

い
。

の

、
高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て

に

わ
た
っ
た

、
お
よ
び

の
結

た
版
本
の
比
較
研
究

と

て
い
る
。

の
た
め
、

論

は

本
お
よ
び

中
國
�

藏
版
本

た
結

ま
と
め
る
。
ま
た

年
急

に

及

て

た

藏

關
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

開

て
い
る

に
つ
い
て

の

と

、
東
ア
ジ
ア

け

は

ア
メ
リ
カ
の

藏

關
の

め
て
、

結

に

て
、
高
適
集
に
つ
い
て

に

行

。

　
高
適
の
傳
記
研
究
に
お
い
て
は
、
高
適
の
生
年

明

に
す
る

て
い

い

と

、
先
行
研
究
間

事
跡

年
に
關

て

論

り
、

の

地

殘

て
い
た
。

に
高
適
の

ま

の
事
跡
に
關

て
は
、
長
い

生

っ
て
い
る

と

り
、

事
跡

明

て
お

、
高
適
研
究
に
お
い
て
の

と

っ
て
い
た
。
し
か
し

年

た
に

出

た
、
高
適
の
父
親
に

た
る
高

文
に
關
す
る

刻

二
〇
〇

年
に
出
版

た

と

り
、

の

滯

て
い
た

論

に
一

め
る

と

る
よ

に

っ
た
。

論

は

の
高

文
の

め
た

出
の

い
、

刻

に
記

た
父

文
の
卒
年

の
時
期
の
關

、

ま

不

っ
た
開
元
年
間
に
お
け
る
高
適
の

事
跡

す
る
。

に
、
高
適
と
父
親

親
族
と
の
關

、
高
適
の

る
ま

の
行

に
影

た
の

は

い

と
い

、

制
擧
受
驗

と
い

つ
杜
甫
と
の
比
較

て
高
適
の

に

す
る

に
つ
い
て

る
。



三

　

の
先
行
研
究
の

ま

た
研
究

て
、

論
は

す
る
詩

る
高
適
の
詩
文
集
の
版
本

傳
記

に
關

て
、
高
適
集
版
本
の

結

、

に

い
た

行

と

、
高
適
の
研
究
に

て

た

る

と

目

と
す
る
。

　

論
は
す

に

た
論
文
三

の
三

分
に
よ
っ
て

て
い
る
。

　
第
一
章

大
東
急
記
念
文
庫
藏
『
高
常
侍
集
』
殘
本
お
よ
び
高
適
集
の
諸
版
本
に
つ
い
て

は
、『

』

中
國

文
研
究

、
二
〇
一

年

に

目

た

の
に

た

の

る
。
本
章
は
二
〇
一

年
に
東

の
大
東
急
記
念
文
庫

の

藏
書

關

の
書
誌
調

中

に
高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て
論
じ
た

の
に
、

の
二
〇
二
〇
年
�
二
〇
二
一
年
に
行

た
中

國
�

の

研
究
結

た

の

る
。
高
適
集
に
つ
い
て
は

の
版
本

て
い
る

、

の
中

大
東

急
記
念
文
庫
藏
『
高
常
侍
集
』
殘
本
は
、

一

宋

安
書

本
の

記

つ

と

、

版
本
の
中

っ
と

い

傳

て
い
る
と

る
。

の
た
め
本
章
は
、

に
高
適
集
の
諸
版
本
に
つ
い
て
、

結

に

い
た

行

と

目

、

の

集

本
文
の

の

比
較
�

、
大
東
急
記
念
文
庫
藏
本
の

明

に

よ

と
す
る

の

る
。

　
第
二
章

高
適
の
家
系
と
開
元
年
間
に
お
け
る
事
跡
に
つ
い
て

は
、『

』

中
國

文
研
究

、
二
〇
一

年

に

目

た

の

る
。
詩

高
適
は
、

い

の

て
い
る
に

わ

、

身
の
家
系

跡
に
つ

い
て

體

に

っ
た
た
め
に
、
不
明

い
。

の
た
め
、
本
章
は
高
適
の
家
系
及
び
事
跡

年
に
關
す
る
先
行
研
究

ま

て
、
高
適
の

る
高

墓
誌

は
じ
め
と

た
高
一
族
の
墓
誌
銘

り
に
高
適
の
家
系
に
つ
い
て

、

に

墓
誌

明

た
父
親
の
卒
年
と
の

關

、
高
適
の
開
元
年
間
の
事
跡
に
つ
い
て

の

行
い
、

事
跡

る
。



四

　
第
三
章

高
適
の
制
擧
受
驗
に
つ
い
て
―
杜
甫
の
制
擧
受
驗
と
の
關
連
に
お
い
て
―

は
、『
杜
甫
研
究
年

』
第
三

本
杜
甫

、二
〇
二
〇
年

に

杜
甫
と
高
適
の
制
擧
受
驗
に
關
連
す
る
詩
に
つ
い
て 

―

の

の
詩

中

に
―

と
い

目

た

の
に

た

の

る
。

の

詩

る
高
適
と
杜
甫

常
の

擧

驗

受
驗

て

に
、

制
擧
と
い

制

に
よ
っ
て

て
い
る
。
本
章

は
制

受
驗
に
關
す
る

と
制
擧
に
關
連
す
る
詩

中

に
杜
甫
と
高
適

比

較

て

す
る

と

、
高
適
の
詩
の

に

す
る

に
つ
い
て

る

の

る
。

　
高
適
は
、

の

と

る

親
族
に

ま

、

年
の

め
て
の

た
。

の

に
は
父
親

て

た

に

っ
た

と

大
い
に
關

て
お
り
、

の

生

出

た
制
擧
に
關
連
す
る
詩

は
、

の

る

と
に

す
る

て

る
。
本
論
は
、
制

受
驗
の

て
高
適
に
關
す
る
研
究
に

た

よ

と
す
る

の

る
。



五

　
　
　
第
一
章
　
大
東
急
記
念
文
庫
藏
『
高
常
侍
集
』
殘
本
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
高
適
集
の
諸
版
本
に
つ
い
て

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

の
詩

る
高
適
の
詩
集
は
、

の

中
に
す

に

在

た

、

は
傳
わ

っ
た
。

、

に

刻

た

の
版
本

在
に
傳

て
い
る
。

は
宋
版

淸

の
版
本
ま

々

る
。
本
章

は
、
高
適
集
の
版
本
に
つ

い
て

す
る
に

た
っ
て
、

す
る
高
適
集
の
中

一
、

宋

安
書

本
の

記

す
る
大
東
急
記
念
文
庫
藏
『
高
常
侍
集
』

殘
本

、
大
東
急
本
と

中

に

て
論
じ
て
い

た
い
。

の
大
東
急
本
は
高
適
の

版
本
の
中

っ
と

い

傳

て
い
る
と

る

、
影

て
お

、

ま

研
究

た

の

論
に

り

る

と

っ
た
。

本
章

は

の
版
本
の

、

の

の
諸
本
と
比
較
す
る

と

、

の
版
本

明

に

、

の
高
適

研
究
の
一

と

た
い
。

　
高
適
集
の
版
本
に
關
す
る
先
行
研
究
に
は

『

版
　
高
常
侍
詩
校

』

國

館
中
華

書

、
一

〇
年

中
の

傳
本

と

す
る

、

『

集

』

中
華
書

、
一

〇
年

、

『
高
適
集
校

本

』

出
版

、二
〇
一

年

の

高
適
版
本

と

す
る

り
、

本

は

庫

書

目

『
高
常
侍
集
』

、

び
に
『
高
常
侍
集
』
の
版
本
�
高
適
研
究
文

目
 

『

文

』
一

〇

、 

大

館
書

、
一



六

年

る �

。
ま
た
、
高
適
集
に

っ
た
版
本
研
究

は

い

、
周

『

二
家
詩
』
版
本

『

』

二
集
、

二
家
詩
〟
、
の

『
周

文
集
』

出
版

、
二
〇
〇
〇
年

、

周

と

す
る

に
『

二

家
詩
本
』
の
系
統
に
つ
い
て

高
常
侍
集

中

に
論
じ
て
い
る
。

　

の
先
行
研
究

大
東
急
本
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

の
は

及
び

論
文

る
。

は
大
東
急
本

宋
刻

殘
本
と

、
宋

不
分
體

詩
文
集
本

生

た
不
分
體
詩
集
本
に
分
類

て
い
る
。

は

明

覆
宋
本
と

、

の
よ

に

て
い
る
。

　
『

』

淸
、

、

二

一

〇
一

に

る

の
、

び
に
、『
宋
元
本
行

』

淸
、

、

二
三

一

に
、
宋
本
高
常
侍
集
　
行

　

と
記
す

の
と
一

す
る
よ

に

わ

る

、

は
宋

本

は

い
。

の
大
東
急
記
念
本
は
、

に

高
常
侍
詩
集
　
宋

本

と
は

る

、

の

は
明

に
の

に

た

の

、
明

る
い
は
淸

覆
宋
本

る
。

高
常
侍
集
傳
本

に
は
、『

』
に

る
『
高
常
侍
集
』
目

第
一

の

と
本
文
第
一

の

と

い
て
、

の

い

と

、

の

『
書

淸

』

本
宋
刻
書
不

に

論

て
い
る
と

、

の
明

覆
宋
本
の
目

の

わ
り
に

安

親

と
記

て

る
の

る
と
、

の

と
と

っ
た

安
書

本

の
宋
刻

本

在

た
は

る
。

　

は
、
大
東
急
本
と
『

』

本
は

一
版
本
と
す
る

、『

』

本
は

の

り
大
東
急
本
と
は

本

る
。
ま
た
、
大
東
急
本

覆
宋
刻
本
と
す
る

の
の
、
目

の

記
に

目

て
お
り
、

の

記
は

す

と

る
。
本
章

は

の
先
行
研
究

ま

、
大
東
急
本

中

と

て
高
適
集
の
諸
版
本
に
つ
い
て

て
い

た
い
。

 



七

　
　
　
　
一
、　
高
適
集
の
版
本
の
種
類

 
　
　
　
　
１
　
書
目
に
お
け
る
高
適
集

　
高
適
の
詩
集
は

の

中
に
す

に

在

て
い
た
。
高
適

に

た

の

に

る

詩
の
序
に

、

、

詩
集

明

　

　

の

に

た

る

、

た

り
て

て

と

、

に

る

の
詩
集

明

に

す

。

と

る
。
つ
ま
り

高
適
の
詩

高

、
高

適
の

詩
集

に

た
と
わ

る
の

、

時
す

に

の
詩
集

在

て
い
た
と

る
。

の

詩
集

に
つ
い
て
は

に
記

、

詩
集

在

た

と

は

る
。

　
書
目

の
高
適
集
に
つ
い
て
は
、『

書
』
本
傳
の
記

め
と

て
、
明

ま

の

に
お
い
て

記
の

の

る
。

制

と
に
分
け
て

に
ま
と
め
た
。

　
二
十
卷
本

『

書
』

一
一
一
本
傳

文
集
二

『

書
』

文

高
適
集
二

宋

『

』

文

高
適
集
二

元

文

『

傳
』

二
高
適
傳

詩
文

二

明

『
國

』

高
常
侍
集
二

�

『
明

書
目

』
一

年
、
書
目
文

出
版

、

、

〇

明

『

』

三

集

一

高
適
集
二



八

　

お

一
の
淸

の
記

と

て

『

藏
書
記
』

高
常
侍
集
二

、

高
常
侍
集
二

、
明
刻
本
。

高
適
集
二

。

文

目
及

書

、

。

書

、

、
集

文
集
一

、

詩
一

。

二

本 �

 

る
。

の
記

淸

に
は
ま

明
刻
の
二

本

在

て
い
た
よ

、

す
る
高
適
集
に
二

本
系
統
の

の
は

い
。

　
十
二
卷
本

『
宋

』

二
〇

文

集

高
適
詩
集

二

　

二

本
に
つ
い
て
の
記

は

に

い
。

は

の

二

本
の

る

、次
に
擧

る

本
に

す
る
集

文
集
一

、

詩
一

の

は

い

と
す
る
。

 
 

十
卷
本

宋

『

文

目
』

集
類

高
適
文
集

淸

東

『

文

目
』
、

文
書

、
一

年

宋

『

書

』

集

高
常
侍
集

出
版

、
二
〇
一

年

　

め
て
『

書

』
に

高
常
侍
集

と
い

書

、

第
二

に
て

す
る

高
常
侍
集

の
系

統
に

る
の

は

い

と

わ

る
。

『

書

』
に
記

の

高
常
侍
集

に
つ
い
て
は

記

、

す
る
『
高
常
侍
集
』

本
の

に
一

す
る
の

は
わ

い
。
ま
た
、
淸

『

書
目
』

に

高

常
侍
集

　

高
適

、
明

本
　

一

　
明

校
本

『

書
目

』
第
三

、

と

る
。

　

に

高
適
集

高
適
詩

本
は
、

の
記

る
。

宋

『

書

』

高
適
集

、
集

文
集
一

�
、

詩
一

校

『

書

校

』
、

出
版

、
一

〇
年



九

宋

『
文

』

二
三
一

高
適
集

、
集

文
二

、

詩
一

書

、
一

三
年

明

𤊹
『

家
藏
書
目
』

高
適
詩

『
明

書
目

』

、
一

〇

　
八
卷
本

　
　

本
に
つ
い
て
は
明
の

本

て
お
り
、

國
時

の
書
目
に

る
。

　
　

『

一

書
目

』

詩
集
三

家
、
一

明

本

高
常
侍
集

『
中
國

藏
書
家
書
目

』
、

書
館
、
二
〇
〇

年
、
明
淸

、

　
七
卷
本

　
　
明
高

『

書

』

高
適
詩
集

『
中
國

藏
書
家
書
目

』
明
淸

、

一

　

本
の
記

は

の

る
。

　
二
卷
本

明

㸁
『

生

藏
書
目
』

三

高
常
侍
集
一

二

高
適

『
明

書
目

』

、
一
〇

　
二

本
は
時

っ
て

の
『

本
書

』

三
に

高
常
侍
集
二

一

高
適

明

刻
本

『

書
目

』
第

、
三

と

る
。

　
一
卷
本

　
　
宋

『

文

目
』

集
類

高
適
詩
一

淸

東

『

文

目
』

　
ま
た
、

の

に

に
記

の

い

の

、『
高

詩
』�『
高

集
』
の
書

り
、

の
書
目
に

る
。

宋

『

書
目
』

一

高
適
集

『
中
國

藏
書
家
書
目

』
明
淸

、

一

『
文

書
目
』

高

詩
一

一

『
明

書
目

』

、
一
〇
一



一
〇

明

第
『

藏
書
目

』

高

集

常
侍
集

『
明

書
目

』

、

明

『

書
目
』
詩

高

詩
一

『
明

書
目

』

、

明

『

書
目
』

高

詩
一

『

書
』
第

集

　

に
よ
る

と

て
明

の
書
目

る
高
適
集
に
つ
い
て

り
、

の
中
の
い

つ

は
次

に

る

版
本
に
お
い
て

す
る

と

る
。

 

　
　
　
　
２
　
高
適
集
の
版
本

　

す
る
高
適
集
の
版
本
は
詩
の

集

に
よ
っ
て
大

二
系
統
に
分
類

る
。

に

年
に

い

と
る
不

分
體
の
系
統

本
論

は

不
分
體
本

と
す
る

、
詩

に

詩

に
よ
る
分
體
系
統

本
論

は

分
體
本

と
す
る

る
。

　
は
じ
め
に

に
及

版
本

影

本
、
ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

デ
ジ
タ
ル

、
先
行
研
究
の

に
よ
っ
て
不
分
體
と
分

體
の
二
系
統
に
分
け
、

版
本
に
つ
い
て

に

て
お

。

 不
分
體
本
系
統

　

一

『
高
常
侍
集
』

　

宋

刻
殘
本

　

大
東
急
記
念
文
庫 �

　
一

　

二
二
�

×

一

�
〇

、

に

高
常
侍
集
　
宋

本

宋

本

の

に

。

に
目

、

目

行
に

高
常
侍
集
目

と

、
次
行

高
適

、
次
行

第
一

、
次
行

一

、
次
行

二



一
一

行
　
行

二

、
次
行

、
第

の
の

第

第

行

は

、
第

行

は

の

て
い
る
。

の

第

行
に

記

安

親

て
い

る
。
次
い

本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

高
適

、
次
行

一

詩

、
次
行

三

行

序

、
次
行
よ
り

本
文
に

る
。
本
文
は

ま

殘

て
い
る
。

二

�

×

一

�
〇

、

、

行
、
行

、

行
。
版

、

、

、
第
二

に

高
常
侍
集

　

。
版

に

記
す

り
。
目

に

文

、

文

□
□

の
二

り
。

の

及
び

の

り
。

宋

の

、

、

、

、

、

る
。

 

　

二

『
高
常
侍
集
』

一

　

明

抄
本

　

中
國
國
家
圖
書
館 �

二

、
中
國
國
家
圖
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
華

庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る �

。

　

に
目

、
目

行
に

高
常
侍
集
目

と

、
次
行

一

常
侍

高
適

一

中

、
次
行

第
一

、
次
行

一

、
次
行

二

行
　
行

二

、

に

第

高
常
侍
集
目

。
本

文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

一

常
侍

高
適

、
次
行

一

詩

、
次
行

二

行

序

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。
本
文
は

ま

殘

て
い
る
。

周

、

、

一
行
、
行

、

行
。
版

、
大

、
三

。

つ
け

、
ま

に

る
。
目

に

大

中

の

り
、

に

の

る
。

の
本
の

の

�

は

三

淸
影
宋
抄
本
と

じ

る
。

 



一
二

　

三

『
高
常
侍
集
』

　

淸

影

宋

抄
本

　

　

中
國
國
家
圖
書
館 �

二

、『
中
華

本
』
淸

集

國
家
圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年

影

本
に
よ
る
。

　

に
目

、
目

行
に

高
常
侍
集
目

と

、
次
行

高
適

、
次
行

第
一

、
次
行

一

、
次
行

二

行
　
行

二

、
次
行

、

に

高
常
侍
集
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

高
適

、
次
行

一

詩

、
次
行

三

行

序

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

�
三

×
三
�
〇

	

、

、

行
、
行

、

行
。
版

、

、

、

高
常
侍
集

　

。
版

に

、
版

に
刻

記
す

る
。
宋

の

、

、

、

、

、

、

、

、

る
。
目

に

居
」「

�

父

�

藏

校

記

及
び

圖
書
館
の

、
目

に

藏

の

て
い
る
。
影

は

め
て

る
。

　

の
詩
は
一

、
二
二

、
目

は
第
一
～

に

、
第

に

と

、
本
文

は
第
一
～

に

詩

、
第

に

、
第

に

と

て
い
る
。

　

は
、

二

の

と

三

は
詩
の

�
文

に

は

い

と

、

の
二
本
は

一
の
宋
本

元

に

て
い
る
と

て
い
る
。

一

と

三

は
詩
の

及
び
文

は

じ

る

、

�
版

の

の

�

刻

の

る

る
。
次

す
る
。

　

『

』

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年

に
目

と
本
文

て
い
る

、
そ
こ
に
見
え
る
印

記
が

の

圖
書
館
藏

の

の
藏
書

と
一

す
る
た
め 


、『

』

本
は

の
中
國
國
家
圖
書
館

藏
本

る

と
は
間

い

い
。

の
藏
書

は

に

て
い

い
。
文

『

庫

書
』

の
『
高
常
侍
集
』



一
三

は

の
版
本
と

系
統
の

の

る
。
文

『

庫

書

目
』

中
華
書

、
一

年

一

集

二

集
類
二
に

高
常

侍
集

　

、

家
藏
本

と

り
、
ま
た

本

宋
本
影

。

、

。

元

本
。

詩

、
文
二

本
は
宋
本
よ
り
影

す
。

の

は

、

の

。

に

元

の
本

る

。

詩

、
文
二

。

と

る �

。
 

　

『
高
常
侍
集
』
一

　

明

抄
『

家
詩
』
本

　

中
國
國
家
圖
書
館 �
、
中
國
國
家
圖
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

と

、
次
行

三

行

序

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

、

、

行
、
行



。
版

、

、

。
本
文

の
次

に

の

て
い
る
。
本
文

に

□

大□
□

家

、

に

藏

藏

の

て
い
る
。

　

の
本
は
詩
の

、
詩
の

�

は

二

三

の

本
と

じ

る

、

の

と

書

て
い

い
。
ま
た
、
本
文

に

詩
�

二

詩
の
二

て
い
る
。

の

、
書

の

り
と

わ

る

、

詩
の
第
二
行

及
び

詩

文
、

詩
の
第
一
行

。

　

に

に
つ
い
て
、

の
本

は

校
書

詩
第
三

□

、
第

□

、
詩

□
□
□

詩
の

分

と

て
お
り
、
ま
た

詩
第
一

に
は

い
。

の
た
め

一

～

三

の
三
本
と

に
一

す
る

の

は

い
。

は
版
本
系
統
圖
の
不
分
體
系

統
の
版
本
に
つ
い
て
、
宋

詩
不
分
體

詩
集
本

在

、

詩
の

集

た

一

と

三



一
四

生

て

た
と

て
い
る

、【
四
】
の

の

に
お
け
る

版
本
と
の
關

に
つ
い
て
は

及

て
い

い
。

　

本

本
文
の

に

、
不
分
體
系
統
の
版
本

る
。

 分
體
本
系
統

　

『
高
常
侍
集
』

　

明

刻
本

　

中
國
國
家
圖
書
館 �
、

藏
本
、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

一

に
分
體

、
次
行

三

に

東

と

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

、

、

行
、
行

、

行
。
版

、

、

、
中

に

高

常
侍
集

　

。

一

に

二

東

�

、
次
に

詩
、

二
に

詩
、

に

詩
、

に

詩
、

に

、

に

詩
�

�

、

に

と

、

め
、

に

と

、

二

、
記
一

、
序
一

、

文
一

め
る
。

�

の

分
體

は

三

淸
影
宋
抄
本
と

じ

る

、

次
に
は

わ
り

り
、

二

一

に

。

の
詩
は
二
〇
一

、
二

一

、

三

の

て
い
る

の
の
、

詩
一

。

詩

□
□
□

の

分
は
、
文

け

と

。

の
よ

は

の
版
本
、

の
『

二
家
詩
』
本
に

る
。

周

は

の
版
本

行

�

刻

て
、

と
は
『

二
家
詩
』
の
一
種

と

て
お
り
、

の

の

の
よ

に

る
。

は
明
の

の
覆
宋

本
と
す
る
。

　

に

の

り
。『

藏
書
目

』

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇
〇
年
、

に

高
常
侍

集

、
明

本

と

て
い
る
。



一
五

　

�

　

二
三
�
二

×

一

�

、

。

一

�

×

二

�
〇

、

の

本
と
一

す
る
た
め
、

系
統
の
版

。
第
一

第

分
に
『

』

一
の
第

、
本

の
二

。

　

國
家
圖
書
館 �

二

�
一
〇

　

二

�

×

一

�
〇

、

高
常
侍
集

。

一

�

×

二

�
〇

。

の

り
、

宋

の
藏
書

り
。

詩

の

の

記
二
本
と
一

す
る
。

　

記
二
版
本
は
、
中
國
國
家
圖
書
館
�

藏
本
と

て
い
る
た
め

系
統
の

の
と

る

、

分

に

の

る
。

　

國
家
圖
書
館 �

　

二

�
三

×

一

�

、

。

一

�
二

×

二

�

。
本
文

に

長

明

藏

の
藏
書

り
。

本
�

藏
本
と

の

一

す
る

、

詩

□
□
□

の

分
に
、
文

及
び

に

た
跡

る
。

　

圖
書
館

一

、
淸

校
�

、

圖
書
館
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
。

　

�

�

の
書

り
。

國
家
圖
書
館
藏
本

、

詩
の

に

の

、

國
家
圖
書

館
藏
本
と

の

體

一

す
る
。

の
藏
書

り
。

 



一
六

　

『
高
常
侍
集
』

　

明

刻
本

　

文
庫 �

　

二

�

×

一

�

、

。

　

書

�

二

　

二

�

×

一

�
二

、

。

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

一

に
分
體

、
次
行

三

に

東

と

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

二

�

×

一

�

、

、

行
、
行

。
版

、

、

、
中

に

高
常
侍
集

　

。

　

文
庫
本
と
書

本
は

の

一

す
る
の

、

じ
時
期
に

た

の
の
よ

る
。
書

本
は

の

�

『

集
』

の

�

版

に

集

　

、
本

の
二

。

 

　

中
國
國
家
圖
書
館 �

二

、

藏
本
、
中
國
國
家
圖
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
華

庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
。

　
第
一

と
第
二

に

の

て
い
る
。

は

在

、

明

、

間

宋
刻
本
一

。

、

詩

文
。
一
時

、

及

。

年
元

、

、

及

書
、

て

の

の

に
在
り
て
、
明
の

、

間
の

宋
刻
本
一

る

る
。 

、
詩

り
文

り
。
一
時

に

て
、

す
る
に
及

。

年
元

、

に

て

に

び
、

た
ま

書
に

及
び
、

り
て

に

に

て

り
て

る

。

と

、

の
本

明

～

年
間

一

〇

～

一

二
一

の
覆
宋
刻
本

る
と
す
る
。

の

及
び

り
。

　

は
行

�
分

�

次
�

じ

る

、

に

る

り
、

は
詩

三

の

る
。



一
七

 

　

『
高
常
侍
集
』

一

　

明

刻
本

　

大

�

一

　

『

藏
書

記
及
書

』

大

出
版

、
一

年

書

二

〇

に

高
常
侍
集

一

高
適

明

本
　

行
、
行

。

。

と

。

の
た
め

に
よ
る
と
、

の

、

の

記
に

集
本

、

、

記

と

る
。
行

�

目
�

次
は

と

じ

る

、
文

に

る
。
〈

は
明

期

と
す
る
。

 

　

『
高
常
侍
集
』

　
明

『

二
家
詩
』

本

　

大

�

二

　

二

�

×

一

�

、

。
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、次
行

一

に
分

體

、
次
行

三

に

東

と

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

二

�

×

一

�

、

、

行
、
行

。
版

、

、

、
中

に

高
常
侍
集

　

。

と

じ

詩

□
□
□

の

分
は
、
文

け

と

。

　

に
よ
る
と
、

に

大

藏

『
高
常
侍
集
』

�

の
明

『

二
家
詩
』
本

在
す
る
よ

、

と

る
版
本

る

は
不
明

る
。

は
、『
高
常
侍
集
』

�

本
に
つ
い
て
、

行
、
行

。

一
～

は

と

、

は

、

は

、

は

、

は

�

�

。
行

�

分

�

目
�

次
�

は

の

と

じ
と
す
る
。



一
八

 
　

『
高
常
侍
集
』
二

　

三

一
年

一

二

　
明

校
、

『

二
家
詩
』
東

圖
書

本

　

書

�

二

　

二

�

×

一

�

、

高
常
侍
集

　

。
目

。

に

の

殘

、

に

と

る
。
版

に

二

と

る
た
め
、
第
一

て
い
る
と

る
。
次
い

本
文

行
に

高
常
侍
集

と

、
次
行

校

、
次
行

行

、
次
行

一

、
次
行

三

東

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

周

一

�

×

二

�

、

、

行
、
行

。
版

、

、

、
版

に

東

圖
書

、
版

に

輦

、
中

に

高
常
侍
集

　

。

　

の
詩
は
二
〇
〇

、
二

〇

、

と
比

の
一

。

　

の

中
國
國
家
圖
書
館 �

大

�

國
家
圖
書
館 �

に

藏

る
。

　

の
本
の

に

る

の

に
つ
い
て

て
お

。

の

り
本

の

は
二

在

た
と

わ

、
行

は

行
、
行

る
。
長

勘
�

 

に

華

�

藏
本
に

る

の

の
一

、『

二
家
詩
』
中
の

集
の

に

て
い
る
と
す
る
。

に

勘

 

の

て
お

。

二
家

詩
刻

。

先
生

。

。

刻

。

刻

。

。

杜
元

大
家
。

長

。

。

。

。

。

一

。

。

。
文

。



一
九

杜

宋

。

高

。

。

。

。

。

一

。

。

　
長

の

文
に
は

に

る
た
め
書

本
の
殘

す
る

と

い

、

ま

に
書

本
の

て
お

。

。

關
國
家

、
文

。

□

。

國

文

校

。

文

先

、

。

詩

、

。

二
家

。

。
 

　

『
高
適
集
』
一

　
明

二
年

一

　

一
統

『

二
家
詩
』
本

　

文
庫 �

一

　

二

�

×

一

�
〇

、

二
家
詩
集

　
高
適

　

。

に
目

、
目

行
に

高

適
集
目

と

す
。
次
い

本
文

に

高
適
集

と

、
次
行

一

長

長
校

、
次
行

一

、
次
行

三

東

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

周

二

�
〇

×

二
〇
�
〇

、

、

行
、
行
二

。
版

、

、

、
中

に

高
適
集

　

。

　

文
庫
藏

一
統

『

二
家
詩
集
』
本
は
、『

集
』
の

に

の

刻

二
家
詩
序

、
序

に

一

と
記
す
。
次
い

の

刻

二
家
詩
序

、

一
統
の

刻

二
家

詩

る
。

序

の

に

一
統

大
甫
書

館

と
記
す
。
次
い

二

と

、　
次
行
に

一
統

大
校

東

長

東

關
中

本

元

と
記

、
次
行
よ
り

二
家
の



二
〇

る
。

　

の
高
適
の
詩
は
二
三

、

と
比

詩
の
一

。

　

�

一

　

二

�

×

一

�

、

。

は
本
文

に

ま

て
お
り
、

二
家

詩
　
高
適

書
、

、
一

�
二

×

三
�
三

と

す
。

周

二

�

×

一

�

。
第

、
第

。

藏
本
は
、
序
文

、

、

一
統
の

て
お
り
、

文
庫
藏
本
と

い

る
。
ま
た
、

序
の
第
一

。

　

の

中
國
國
家
圖
書
館 �

大
 

に

藏

る
。

 

　

一

『
高
常
侍
集
』
二

　
明

三

一
年

　

校
『

二
家
詩
集
』

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大

圖
書
館 !

一

、
バ
ー
バ
ー
ド
大

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ "

に
よ
る
。

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

と

、
次
行

長

甫
校

、
次
行

一

、
次
行

三

東

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

二
二
�
〇

×

一
三
�

#

、

、

行
、
行

。
版

、

、

、
版

に

高
常
侍
集

、
版

に

。
本
文

に

の
藏
書

る

文

圖
書

の

り
。

　

の

中
國
國
家
圖
書
館 $

大

%

に

藏

る
。

 

　

二

『
高
常
侍
集
』
二

　
明

年
間

　

『

二
家
詩
集
』
本



二
一

　

文
庫 &

一

、

二

�
三

×

一

�

、

二
家
集

　
一

。

　

國

國

圖
書
館 '

一

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

と

、
次
行

安

、
次
行

一

、
次
行

三

　

東

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

周

、

行
、
行

。

　

文
庫

藏

『

二
家
詩
集
』
本
は
、『

集
』
の

に

家
詩
集

と

、

に

刻

二
家
詩

長

書

る
。

に
『

集
』

に

間
不

の

記

る
。

　

の

大

文
(

に

藏

る
。

 

　

三

『
高
常
侍
集
』
二

　
明

�

校

『

二
家
詩
集
』
本

　

大

文

研
究

)

一

　

二

�
〇

×

一

�

、

。
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

と

、
次
行

父
校

、
次
行

一

行
父

校

、
次
行

一

、
次
行

三

東

、
次
行
よ
り
本

文
に

る
。

周

ま
た
は

周

二

�

×
二
〇
�

、

、

行
、
行

。
版

、

、

、

中

に

高
常
侍
集

　

。

　

の

中

研
究

年
圖
書
館 *

に

藏

る
。

年
圖
書
館
本
は

『

本
書

』

三
に

高
常
侍

集
二

一

高
適

明

刻
本

と

す
る
版
本

、

、

明
刻
本

の

記

る
。

 



二
二

　

『
高
常
侍
集
』

　
明

本

　

中
國
國
家
圖
書
館 +

一

、
中
國
國
家
圖
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
華

庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
。

　
目

。
本
文

行
に

高
常
侍
集

第
一

と

、
次
行

一

、
次
行

三

東

、
次
行
よ
り
本
文
に

る
。

、

、

行
、
行

、

行
。
版

、

、

、
中

に

高
常
侍
集

 (
)

。

　

の

大
,

に

藏

る
。

出
版

影

本
『

家
詩
集
』

一

年

に

て
い
る
。

　

分
體
本
の
系
統

り
、

～

三

は
『

二
家
詩
』
本

る
。

 

　
　
　
　
二
、　
大
東
急
本
『
高
常
侍
集
』
と
諸
本
の
比
較

 

　
　
　
　
１
　
大
東
急
本
『
高
常
侍
集
』
と
中
國
國
家
圖
書
館
藏
淸
影
宋
抄
本
の
比
較

　

は
高
適
集
の
版
本

一

り

た

、
は
じ
め
に

た
よ

に
本

は

一

大
東
急
本
の

諸
本
と
比
較
す

る

と

、

の
版
本

明

に

た
い
。

　
ま

本

は

一

大
東
急
本
と

三

淸
影
宋
抄
本

比
較

て

よ

。

の

り
、
東

の
大
東
急
記
念
文
庫

藏
の
宋

刻
本
と

る

一

『
高
常
侍
集
』
は
、
目

は

ま

目

て
い
る

、
本
文
は

の

す
る
殘
本

る
。
中
國
國
家
圖
書
館
に

藏

て
い
る

三

淸
影
宋
抄
本
は

の

本

る
。

　

一

と

三

は

常
に

て
お
り
、

と

に

行
、
行

、

り
、
目

と
本
文
の

は

す

る

い
て

じ

る
。

の
た
め

一

の

は
、
淸
影
宋
抄
本

る

と

お
お
よ

る
。

の

版

の
文

刻

の

一

す
る

分

一

い

分

る

、



二
三

る
。

っ
と

大

い
は

記
の

る
。

一

は
目

第

第

行

、

は

わ

、

て
い
る
。
第

に

安

親

の

記

る
。
一

三

は

記

に

い
。

　

一

と

三

の
目

お
よ
び
本
文
中
の

に
つ
い
て
は

の

の

り

る
。

の
記

に
つ
い
て
、■

は

、□

は

、◇

は

す
。
本
文
の

に
つ
い
て
、
大
東
急
本
は

て

い

分

り
、

の

記

た
。

三

淸
影
宋
抄
本
に
つ
い
て
は
『
中
華

本
』
に
よ
っ
て

た
。

と

て

明
覆
宋
刻
本

藏
本

の

の

た
。　

卷
數
葉
次

該
當
箇
所

【
一
】
大
東
急
本

【
三
】
淸
影
宋
抄
本

【
六
】
明
覆
宋
刻
本

目

１

版

◇
◇

◇

版

　

版

の

に

つ

　

一

１

版

二

版

中

中

の

に

つ

　

版

　

２

版

二◇

　

３

中

詩
第
一

■
□

大

詩
第
二

一
一

一
二

一
一

二

詩
の



二
四

10

校
書

詩
第
三

■
□

校
書

詩
第

■
□

11
■

■
■

版

中

二

　

三

１

版

二

二

　

２

版

二

二

　　

７

　

　　

大

詩
第

■
■

□
□

　

　

５

事

詩
第
三

行

行

行

詩
第
一

□

　
版

に
つ
い
て
は
、
目

第
一

の
よ

に

一

は
文

と

わ

る

刻

て
い
る

、
三

は

と
す
る

、
ま
た

三

は
刻

記

て
い
る

、
一

は

に

っ
て
い
る

の

い

る
。
ま
た

に

の

る

、

つ

の

い

る
。

　
ま
た
、

�

の

は

じ

る

、
二

の

る
。

二
の

の

は
、

一

は

の
三

に

っ
て
お
り
、

三

は

は

と
記

て
い
る
。

詩
の
第
一

は

一

は

と
刻

て
い
る

、
三

は

に
す
る

の



二
五

る
。

の

い

、

の

本
は
、
系
統

に
は

じ

の

る

、

一
の
版
本

は

い

と

わ

る
。

　

本
の

關

に
つ
い
て
、
ま

二

の

の

と

て

る
。

一

と

て
い
た

の

、

に
文

明

て
彫
り

た
と

る
と

三

の

本
は

一

の

刻

る
と

る
。

に

三

の

本
の
文

、

一

彫
る

に

に

た
と

る
と
、

一

は

三

の

本
の
覆
刻

る
と

る
。

の
第

の

の

に
つ
い
て

る
。

た

っ
て

の
二

け

は

の

本

よ
り

い
版
本

る

は

い
。

　

一

の

記
と

三

に
記

た
刻

、
二
本
の

行
時
期
の

に
つ
い
て

て

た
い
。

　
ま

一

の

記
に
つ
い
て

る
。

一

は
目

の
の

に

安

親

の

記

り
、大
東
急
本

は

宋

書

本

る
と

る
。

、

記
の

る
目

第

は

、

に

記

分
の

て
い
る
。

の

と

記
の

に

た

の

記
と
い

る
た
め
、

の

す
る
書

本

と
比
較

、

の

い

た
い
。

　

宋

書

本
の

記
に
つ
い
て

及
す
る
に

た
り
、

書

に
つ
い
て

て
お

。

宋
の
時

に
は

間
の
書

の
出
版

り
、
中

る

安
の

に

の
書

っ
た
と

て
い
る
。

出
版

た
書

宋
の
書

本
と
い

。

に

大

親

の

出
版

た
書

は
、

在

在

る

安
書

本
の
大

め

る -

。

に
つ
い
て
は

『

宋
出
版
家

研
究
』

文

出
版

、
二
〇
〇

年

に

い
。

の
書

本
は

行

と
い

り
、

の
よ

の
出
版
書

と

す
る

と

る

、

と

て

は

記

す
る

と

る
。

　

書

の

記
に
つ
い
て
、
系
統

に

た

の
と

て
淸

の

『
書

淸

』

る
。

の

二

宋

安



二
六

刻
書

一

に
宋

の

刻
事

に
つ
い
て

、

宋

安

書

、

宋

安
の
書

と
す
る

、

て

と

す

。

と

る
。

て

宋

父

刻
書

不

安
書

、

刻
書
、

刻

一
行
、

文

不
一

宋

父

刻
書
の

安
書

に

じ

る
は
、

の
刻
す
る

の
書
、

に

刻
す
る

と
一
行
、

の
文

た

一

る

り

。

、

の
本
文
は

出
版

、
一

年
に
よ
る

と

て

記
の
文

と
に
書

分
け
て

て
い

る
。

の
中

大
東
急
本
の

安

親

の

記
に

っ
と

い

の
と

て
、『
書

淸

』
に

擧

て
い
る

記
に

安

親

、

詩
集
一

、

、

書

、

目
、
宋
刻
本
。
宋

、

本
、

大

記
、

、

、
影

宋
本
。

記
、

刻

書
中

安

親

と

り
、

詩
集
一

、

、

書

、

目
に

、
宋
刻
本

り
。
宋

、

本
、

大

記
、

、

に

、
影

宋
本

り
。

記
、

に

刻

書
中
に

る

。

と
記

て
い
る
。

の
よ

に

の

記

ま
と
め
た

の
と

て
、

に
長

宋

刻
本

り
、
大
東
急
本
の

に

っ
と

い

記
に
つ
い
て
は

の

と

記

て
い
る
。

年
中

　 

詩
集
一

　 

�

書

�

目
一

　 

　 

�

一

安

親

ト
記
セ
ル
モ
ノ
。

出
『
書
誌

』
第
一

第

、『
長

集
』
第
三

、

三

　

に

國

本

『

國

書
』
第

二

、

書

、
一

三
年
に
よ
る

は
宋

の

の

本



二
七

記

、

の
中

安

の

記

る

の

擧

、

の
よ

に

て
い
る
。

安

親

中

詩
集
一

安

親

中

書

集

行
、
行

、

。

時

不

。
周

詩

、

、
詩

、

傳
明

行

本

集

集
、
大

出

書

。

詩
集

傳

、

刻

。

安

親

中

詩
集
一

安

親

中

　

書

の

集
　

行
、
行

、

の

に

す
る

は

に

ま
る
。

時
の

は

に

る
に

。
周

す
る
の
詩
に

に
、

は

に

、
詩

は

と

す

と
。

に
傳
は
る

の
明

行

本

集

集
は
、
大

書

よ
り
出

る

り
。

詩
集

て

傳

に

る

る
は
、

刻
の

　

と

す
。

　
　

　

す
る

安

書

本
に
つ
い
て
は
、

宋

に
お
け
る

刻
の

開

『

』

、
二
〇
〇

年

に

い
。

の
論
文
の
中

は
、

在

に

る

の

記
は
二

三
種 .

在
す
る
と

、

の
二

三
種
の

記
の

、『

』
の

記
の
文

本
章

り

る

一

大
東
急
本
の

記
と

に
一

す
る
。

　

『

詩
集
』
と
『

』
の

記

て

た
い
。

　
中
國
國
家
圖
書
館

藏
『

詩
集
』
は
、

第
三

第

行
に

安

親

の

記

る
。

の
影

本
に

及
び
『
中
華

本
』

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇
三
年

り
、

の
書
影
は
『
中
國
版
刻
圖

』

圖
版

〇
�

一
。

書

、
一

三
年

に

て
い
る
。
書
影

す
る
と

安

親

と

り
、

長

宋

刻
本

記

安

親

の

は

に
は

い

と

る
。

の
た
め



二
八

一

の

記
と
は

る
。

の

記
の

は

一

大
東
急
本
と

常
に
よ

て
い
る
。

　『

』
に
は
中
國
國
家
圖
書
館
藏
の

安

親

刻
本

り
、『
中
華

本
』

圖
書
館
出
版

、

二
〇
〇

年

に

て
い
る

、

の
影

に
は

記

い
。
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
は

に

行

、

り
、

宋

安
書

本
の

つ

、

記

い
た
め
書

本

る
と

い
。
次
に
中
國
國
家

圖
書
館
藏
『

』
明
抄
本
と
淸
刻
本 /

る
と
、

本
と

に

安

親

の

記

、
た

淸
刻
本
は

記
の

分
は

安

親

本

行

と

て
い
る
。

の
淸
刻

本
は

國

校

本

る
た
め
、

の

記
は

國

藏
の
影
宋
抄
本

中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
明
抄
本

書

た 0

と

わ

る
。

　『

詩
集
』
は

記
に

い

の
の

て
お
り
、『

』

は

の
文

の

記

在
す
る

と

、
大
東
急
本
に

る

安

親

の

記
は

に

安

書

の

記

り
、
本
章

り

る
大
東
急
本
は

に

安
書

本

る
と

る 1

。

　

父

の

時
期
に
つ
い
て
は
、

の
『

宋
出
版
家

研
究
』
に
よ
る
と
、

は

と

三
年

一
一

に
生
ま

、

年

一
二

に

っ
て
お
り
、

年
は

と

っ
た
と
す
る
。

に

の

、

の

の
書

、

と

一
二

一
年

元
�

元
二

年

に
は

て
い
た 2

。

た

っ
て
、
大
東
急
本
の

刻
時

期
は

の
生

中
に
出
版

た
の

一
二

年

り
、

い

の

に
出
版

た
と

て

一
二

一

年

と

る
。

一
二

年
に

と

っ
て
い
る

と

、

の
三

年

の
一
二

一

年
に
は

す

に

っ
て
い
る

、

高

と

っ
て
い
る
は

る
。
つ
ま
り
、

年

る
と
、
書

ま

て
い
た
の
は
一
二

一
年
よ
り

年

と

る
。

す
る
と

書

の

時
期

父



二
九

の
年

時
期

勘

す

、
大
東
急
本
は

宋
の

に
出
版

て
い
る
と

る
。

　
次
に

三

の
刻

に
つ
い
て
、

一

に
は
刻

は

い

、

三

に
は
目

第
一

版

に

と
記

、

一
の
第
一

に
は

、
第

に
は

◇

と
記

て
い
る
。

に
つ
い
て
は

い
た
め
本

は

と

、

の

と
い

刻

の

時
期

三

の

本
の

行
時
期

る
。

　

に
つ
い
て
は
、

『
宋
版

書

』

三

出
版

、
二
〇
〇

年

『
中
國

版
刻

』

大

出
版

、
二
〇
〇

年

に
よ

、

刻
本
『

先
生
文
集
』
『
中
華

本
』
影

本
、

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年

と

宋

『

書
』
『
中
華

本
』
中
國
國
家
圖
書
館
藏
宋
刻
宋
元
明

本
影

、

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年

に

る
。

の
二
書
に
擧

た

の
の

に
、『

先
生
文
集
』
と

時
期
に

行

た

刻
本
『

東
先

生
集
』
『
中
華

本
』
影

本
、

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇
三
年

に

の

る
。

　

の
版
本
の

行
時
期
に
つ
い
て
、『

書
』
と

刻
本
の
二
つ
に
分
け
て

明
す
る
。
は
じ
め
に

宋

『

書
』
は
、

『

宋
元
版
の
研
究
』

書

、
一

年

に
よ

刻
は

宋

期

り
、

刻

宋
中
期
、

元

中
期
、

に
明

に
行
わ

た
と

る
。『

宋
元
版
の
研
究
』
の
中

は
、

時
期
に

刻

た

の
刻

て
分

、

刻

刻
�

刻
の
時

と
に
分
け
て
い
る
。

『

宋
元
版
の
研
究
』

は

と
す
る

は
元
の

刻
時
の
刻

る
と

て
い
る
。

　
ま
た

は
、『

書
』

宋

に
お
け
る
元

の

刻
は
、

期
�

期
�
中
期
の
三

に
わ
た
っ
て
行
わ

た
と

、

に

期
�

期
の
刻

は
二

程

す
る

と

い
た
め
、

の
大

元

の
大

年
間

一
二

～
一
三
〇

の

刻

る
と

て
い
る
。

　
次
に

刻
本
『

先
生
文
集
』
と
『

東
先
生
集
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て

る
。

に
つ
い
て
は



三
〇

中

大

文

研
究

『

文

研
究
』
第

、

出
版

、
二
〇
〇

年
、
三

に

い
。

に

よ

、

は

中

る
一
二

年
ま

の

年
間

一
二

～
一
二

に
出
版

行
っ
て
い
る

と

わ

る
。

　

の
版
本
の
出
版
時
期

て

の

時
期

す
る
と
、

年
間

大

年
間
の
間
に

て
い
た

と

る
。

期
の
間
に
は
三

年

の
開

る

の
の
、

時
期
と

て
は
不

は

い

、

る
い
は
『

書
』

の

刻

大

よ
り

の
時
期

る

い
。
ま
た
、

本
『

先
生
文
集
』
に
は

に

刻

、

の

の
一

は
、『

宋
元
版
の
研
究
』
に
お
い
て

の
元
の

刻
刻

の
中
に

連

て
お
り
、

と

じ
よ

に
長
期
に
わ
た
っ
て

た
刻

に

在

た

と

わ

る
。

　

の

と

、

の
お
お
よ

の

時
期

る
一
二

〇
年

一
三
〇
〇
年

の
間
に

三

の

本
は

行

た
と

る
。

　
　

の

、

一

と

三

の

本
の
出
版
時
期

わ

る
と
、

一

三

の

本
よ
り

い
時
期
に

出
版

、

三

の

本
は

一

の

刻

っ
た

高

、

三

に

記

い
の
は
、

刻
の

に
栩

た

は

い

。
つ
ま
り
、

一

大
東
急
本
は
、

安
書

本
の

記

、
一
二

〇
年

に
出
版

た

と

、

に

宋
に
出
版

た

の

安
書

本

る
と

る
の

る
。

 

　
　
２

　
大
東
急
本
『
高
常
侍
集
』
と
明
覆
宋
刻
本
及
び
『
文
苑
英
華
』
と
の
校
勘
に
よ
る
比
較

　
本

は

一

大
東
急
本
お
よ
び

三

淸
影
宋
抄
本
の
本
文
の

、

の
版
本

の

る
。

　
第
一

は
高
適
集

制

の

不
分
體
本

と

分
體
本

の
二
系
統
に
分
類

た
。
諸
本
の
本
文
の

校
す



三
一

る
と
、
大

分
け

、

に
お
い
て

不
分
體
本

と

分
體
本

の
二
系
統

在
す
る

と

わ

る
。

の

に
よ
り
、

一

大
東
急
本

三

淸
影
宋
抄
本
の

本
に
比

て
、
よ
り
高
適
集
の

い

殘

て
い
る
と
結
論

け
た

、

分

體
本

系
統
の
版
本
と
比

る
と
い

。

　
第
一

擧

た
高
適
集
の

分
體
本

系
統
の
中

、
先
行
研
究

宋

の
覆
刻
と

る
の
は

の
明

覆
宋

刻
本

る
。
つ
ま
り
、

分
體
本

系
統

一

三

と
お

じ
よ

に
宋
版
の

殘
す

の
は

の
二
本

る
。

の
た
め

一

三

と
比
較

て

よ
り

い

殘
す

の

比
較

た
い
。

の
二
本
に
は

記

序
、

刻

記

て
い

い
た
め
に

行
時
期

、

の
よ

記

刻

に
よ
る
出
版
時
期
の
比
較
は
不

る
。

　

高
適
集
の
版
本

に
、
高
適
の
詩
文
の
宋

の

す
る

の
と

て
、『
文
苑
英
華
』

た
い
。『
文
苑

英
華
』
は

國

年

二
年

集

開

、

宋
の

に
よ
る
校
勘

て

年

一
二
〇

年

に

行

、

の
本
文
は

宋
に
お
け
る

詩

の
詩
文
の

す
る
の
に

る

在

行

て
い
る
明

本
は
過

い
と

る

。

た

っ
て
、

不
分
體
本

と

分
體
本

系
統
の

る

、

『
文
苑
英

華
』
と

る

い

、

宋
期
の
本
文
の

よ

め
て
お
り
、
高
適
詩
文
の

に

い
版
本

る
と

る
。

　

の

は

一

大
東
急
本

は
淸
影
宋
抄
本

す
る

と

明
覆
宋
刻
本
の

、

て
『
文
苑
英

華
』
の
本
文
と

校

た
。『
文
苑
英
華
』

中
華
書

、
一

年

お
よ
び

『
文
苑
英
華
校
記
』

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年

て
校
勘

行
っ
た

に
『
文
苑
英
華
』
の

次
、

宋

の
校

、

の
校
記

校

記

た

。

は
先

の

り

の
版
本

る
た
め

の

、

に
よ

の
二
本
は
行

じ

る
た
め
、

校
勘
の

と

た
。
詩

に

い
て
詩

二

た
。



三
二

【
一
】
大
東
急
本

【
六
】
明
覆
宋
刻
本

文
苑
英
華

○
○

○
○

○
○

二

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

一

三
、

に

集

　
　
高
館

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

二

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

宋

中

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

二

、

校

抄
本

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

　
　

　
　○
○

○
○

　
　○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

二

、

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

三

諸

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

二

　
　

明

　
　○

○
○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

○
○

　
　

念

腰

　
　○

○
○

○
○

○
　
　○

○
○

○
○

○

に

詩

家
詩

腰
、
集

腰

　

る
よ

に
、

一

三

と

の

る

、

一

三

の

の

『
文
苑
英
華
』
と

一

て
い
る
。
す

わ

一

三

は

と
比
較

て
『
文
苑
英
華
』
に

い
版
本

り
、
高
適
集
の
版
本

體
の
中

、
よ
り

い

殘

て
い
る

と

明

る
。

　

に
、

一

三

と

本

に

二

二
、

三

二

の

の

に
つ
い
て

て
お

た
い
。
高
適
の
詩
文
は



三
三

本
の
中
に

殘

て
い
る

、

の
本
文
の

は
お
お
よ

不
分
體
本

と

分
體
本

系
統
と
は

る
系
統
に

る
。

、
版
本
の

る

る
一

、

本
と

一

と

る

る
た

め
、

の

に

す
。

【
一
】
大
東
急
本

【
六
】
明
覆
宋
刻
本

伯
三
八
六
二

伯
二
五
五
二

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

三

諸
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
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○

○
○
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○

○
○

○
○

○

　
　

明

　
　○

○
○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

○
○

　
　

念

腰

　
　○

○
○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

○
○

大

○
○

○
○

大

○
○

○
○

○
○

○
○

　
　
諸

出

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

宋
中

一

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

宋

中

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

宋

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○

大

行

○
○

○
○

○
○

○
○

　
　
國

連

一

　
　○

○
○

○
○

○
　
　○

○
○

○

一○
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○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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○
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○
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○
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○

○
○

　
　

　
　○

○
○

○

　
　○

○
○

○
○



三
四

　

の

て

、

一

大
東
急
本

明
覆
宋
刻
本
に
比

て

本
と

一
の

い

と

て

る
。

本
の
本
文
に
は

の

の
ま
ま
殘
っ
て
お
り
、

の

と

一

大
東
急
本
お
よ
び

三

淸
影
宋
抄
本
は
諸
版
本
の
中

文
に

い

殘

、

の
高
い
版
本

る
と

る
。

　
　
お
わ
り
に

 

　
本
章

は
大
東
急
記
念
文
庫

藏
『
高
常
侍
集
』
殘
本

中

に
高
適
の
版
本
に
つ
い
て

た
。

の
大
東
急
本
に
は

宋

安

の
書

と

て

父

の

記

安

親

る

と

、

宋

安
書

本

る

と

め
た
。

て

書

の

時
期

大
東
急
本
の
出
版
時
期
は

宋

る
と

、

す
る
版
本
の
中

一

の
宋
版

る

と

明

に

た
。

に
大
東
急
本
及
び
淸
影
宋
抄
本
の
本
文
と
明
覆
宋
刻
本
、『
文
苑
英
華
』
及
び

本

の
本
文
と

校
す
る

と
に
よ
り
、
大
東
急
本
及
び
淸
影
宋
抄
本
は
諸
版
本
に
比

て

宋
時

の

め
て
い
る

と

た
。

に

の
二
本
は
高
適
詩
研
究

め
る
に

た
っ
て

常
に

つ

の

る
。

の
た
め

大
東
急
本

殘
本

る

と

ま

る

の
の
、

の
版
本

て
高
適
集

び
に
高
適
詩
の
研
究
に

て
い

た

い
。

 

①
高
適
集
版
本
の
先
行
研
究
は
、

高
適
研
究
論

目

版

『
中

文

』

、
二
〇
一
二
年

に
ま
と
め

て
い
る
の



三
五

に

た
い
。

②
『

書
目

』
第
三

中
國
書

出
版

、
二
〇
〇

年

、
一

一

。

③

本

は

一

と

、

本

は

二

と

て
い
る
。

④
大
東
急
記
念
文
庫

『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』

一

年

高
常
侍
集
　

安
書

本

高
適

明

覆
宋

⑤
『

圖
書
館

本
書
目
』

書
目
文

出
版

、
一

年

二
〇
二
二

。

高
常
侍
集

　

　
一

　

高
適

　
明
抄
本

　

二

一
行

周

　
一
〇

一

⑥
中
國
國
家
圖
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
華

庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

h
ttp

://
www.nlc.cn/

、

二
〇
二
一
年
三

一

。

⑦
『

圖
書
館

本
書
目
』
二
〇
二
二

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
淸

影
宋
抄
本
　
二

　

行

　

三

一

⑧
『
中
華

本
』
に
よ
る
。

⑨
『

』
は

の

刻

て
い
る
た
め
、

の
藏
書

の

一

す
る
。

⑩
『
高
常
侍
集
』

に
つ
い
て
は

の

論
文
に

に

て
い
る
。

⑪
『

圖
書
館

本
書
目
』
二

一

。

家
詩
二

一

　
明

抄
本
　

　

　

行

周

　

一
〇

二
　
高
常
侍
集
一

　

高
適

⑫
『

圖
書
館

本
書
目
』

は

行

と
す
る

、

行

の

り

る
。

⑬
『

圖
書
館

本
書
目
』
二
〇
二
二

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明
刻
本
　
一

　

行

　

は

明
刻
本

　
二

　

行

　
一

三

⑭
『
國

本

目
』

國

、
一

三
年

一
〇
一
三

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明

間

本
　

⑮
『
國

中

圖
書
館

本
書
目
』

國

中

圖
書
館
、
一

年

。

高
常
侍
集

二

 

高
適

 

明

宋

行
本 

�

⑯
『
國

中

圖
書
館

本
書
目
』

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明

本



三
六

⑰
『

文
庫

分
類
目

』

文
庫
、
一

三
〇
年

二

。

高
常
侍
集

　
一
〇

　

高
適

　
明

　

　

　
一

⑱

書

『

圖
書
分
類
目

』

一

年

。

高
常
侍
集
　
一
〇

　

高
適
　
明
版
　
二

　
國

　

二

⑲
『

圖
書
館

本
書
目
』
二
〇
二
二

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明
刻
本

　

　
二

　

行

　

一

三

。

の
影
版

一
�

二
�

三
に
書
影

。

⑳
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』

大

出
版

、
一

年

一
二

。

高
常
侍
集

一

　

高
適

　
明
刻
本

　
一

　18
2

㉑
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』
三

。

二
家
詩

　
明
刻
本
　

　□

一
一
�
一
〇

〇

一
三

㉒

書

『

圖
書
分
類
目

』

。

高
常
侍
集
　
二

　

高
適
　
明
版
　
二

　
國

　

㉓
『

圖
書
館

本
書
目
』
二

。

二
家

詩
二

一
家
二

二

　
明

　
明

刻
本

　

一

　

行

　

周

　
一
〇
三

〇

は

二
家

詩
二

家

　
明

　
明

刻
本
　

　

〇

㉔
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』

一
二

。

高
常
侍
集
二

　

高
適

　
明

刻

二
家
詩
集
本
　
二

□
1581

㉕
『
國

中

圖
書
館

本
書
目
』
一
二
三

。

東

圖
書

二

二

　
明

　
明

間

本

㉖

出
『
書
誌

』
第

一
〇
年

、『
長

集
　
(1)
書
誌

論

』

書

、
一

年

。

㉗

論
文
に
、

本
書

の

本

華

に

に

っ
た

中
國
書

の

と

る
と

受
け
た
と

る
。

㉘
『

　

文
庫

目

』

一

一
年

三

一

。

二
家
詩

　

集
�

集
�

集
�

集
�

集
�
杜

集
�

期
集
�
宋

集
�

集
�

集
�
高
適
集
�

集

一

　
明

一
統

　
明

一
二
序

　

�
一
〇

�
三
一

�
一

一



三
七

㉙
『
國

本

目
』
一
二
〇

。

二
家
詩
集

　
明
不

　
明

本
　
二

㉚
『

圖
書
館

本
書
目
』
二

。

二

家
詩

二
種

二

　
明

一
統

　
明

二
年

一
統
刻
本

　

　

行
二

周

　
一

三
〇

㉛
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』
三

。

二
家
詩

二

　
明

一
統

　
明

二
年

1584

刻
本

□
8
1
1.

1
08

4
/4

6
12

㉜

『

國

大

圖
書
館
藏
中
文

本
書

』

大

出
版

、
二
〇
一
一
年

一

。

2626 

明

刻
本

二
家
詩
　T

5
23

5
.4

/
04

2
6

、

二
家
詩
本

二

、
明

。
明

三

一
年

1603

刻
本
。

。
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c
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o
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、

二
〇
二
一
年
三

一

)

㉞
『

國

大

圖
書
館
藏
中
文

本
書

』
一

。

㉟
『

圖
書
館

本
書
目
』
二

三
～
二

。

二
家
詩
二

　
明

　
明

三

一
年

刻
本
　

校

　

　

行

　
三
一

�

二
家
詩
二

　
明

　
明

三

一
年

刻
本
　

　

は

二
家
詩
二

一
家
二

一

　
明

　
明

三

一
年

刻
本
　

　

　

行

二

周

　

〇

一

㊱
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』
三

。

二
家
詩
二

　
明

　
明

三

一
年

1603

刻
本
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㊲
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文
庫

目

』
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詩

　

集
�

集
�

集
�

集
�

集
�
杜

集
�

期
集
�
宋

集

集
�

集
�
高
常
侍
集
�

集

二

　
明

　
明

三
一
序

　

�

�
集

〇

�
一

㊳
國

國

圖
書
館
圖
書

『
國

國

圖
書
館

目

』

國

國

圖
書
館
、
一

年

。

二
家
詩
　
明

　

3
1

序
　

安
　

　10

　26
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三
八

㊴

大

文

『

大

文

分
類
目

』

一

年

一
一

。

二
家
詩
集

　
明

　
明

三
一
年

安

本
　
一
二

㊵

國

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ht
t
p:

/
/k

a
nj

i
.zi

nbu
n.k

yot
o-u

.ac
.jp

/ka
nse

ki

、

二
〇
二
一
年
三

一

高
常
侍
集
二

　

 

高

適 
  

 

本 
 1

　

大

文
研 

東

 

集-II
-2-

107

。

㊶
『
中

研
究

研
究

本
書
目
』

中

研
究

研
究

、
一

年

一

。

高
常
侍
集
二

一

　

高
適

　
明

校

本

㊷
『

圖
書
館

本
書
目
』
二
〇
二
二

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明

本
　
一

　

二
一

㊸
『

大

圖
書
館
藏

本
書
目
』

一
二

。

高
常
侍
集

　

高
適

　
明

本
　
一

□
182

㊹
『
長

集
』
第
三

に
よ
る
。

㊺

の
論
文
に
よ

　

の

記

る
書

本
は

り
、

詩
集
に

、
高
適
集

め

三

在
す
る
。

の

先

の
『

宋
出
版
家

研
究
』
お
よ
び

書

本

集

『
國

研
究
』
三
三

、
二
〇
一

年

に
て

の

記
に
つ
い
て

論

て
い
る

、

高
常
侍
集
に

た

記
に
つ
い
て
は

論
の

と

て
い

い
。

㊻

⑥
の
中
國
國
家
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
書
影

る
。

㊼

本

は

記
中
の

い
。

㊽

は

る

、
大
東
急
本
の

記
は

目

の
の

に

て
い
る
の

、
元

の

記
の

に
つ
い
て
は
不
明

る
。

す
る

の

記

て

る
と
、
目

の
の

に

た

の
に
『

詩
集
』

中
國
國
家
圖
書
館
藏

 

る
。

に
は
序
の
の

に

た

の
、

に

た

の

ま

ま

り
、

記
の

に

ま
っ
て
い
た
わ
け

は

い

と

わ

る
。

す

に

記

っ
て

い
い

と
に

る

、

三

の
目

目

分
に
文

は

、

に

に

記

っ
た
と
す

る
と

ま
り

い
。

す

に

一

と

三

は
元
々

じ

て
い
た
と

、

一

の

す

る
。

㊾

『

』

二

書

、
一

年

書

詩
の

に

、

親

書
開

。



三
九

(

一
二

)

在

、

年(

一
二

一)

、

年
、

、

。

年
、

、
不

、

は

、

親

に
書

り

開

。

在
る

に

り
、

の
年
に

る
ま

、

年
、

の

り
、

つ

の

る
。

年
に

、

は

け

は

、

る

。

と

り
、

の
書

は
一
二

一
年

年

の
元
の

元
二

年(

一
二

一) 

に
は
す

に

て
い
た
と

る
。



四
〇

　
　
　
第
二
章
　
高
適
の
家
系
と
開
元
年
間
に
お
け
る
事
跡
に
つ
い
て

　
　
　
　
は

じ

め

に

　
高
適
は

時

の

詩

詩

り
、
三

に

い
た

驗

、

じ

詩
の

る

と

に

高

と

び

る
。

章

の
版
本

藏
本

に
詩
は
二

一

、

て

は

い

の

に
傳
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
作
品
が
殘
さ
れ
た
一

、
高
適
は
家
系
に
關
す
る

と

家
族
に
關
す
る

と
、

身
の

跡
に

つ
い
て
詩
文

の
中

體

に
は

た
。

て
、
高
適
の
墓
誌
銘

の

て
い

い

と

ま

て
、
高
適
の
傳
記
に
關

て
は
不
明

い
。

本
章

は
高
適
の
家
系
及
び
事
跡
に
つ
い
て
の

行
い
、
高
適
の
詩

文

の
一

と

た
い
。

　
高
適
の
家
系
及
び
傳
記
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
周

『
高
適
年

』

出
版

、
一

〇
年
、
の

『
周

文
集
』

、

出
版

、
二
〇
〇
〇
年
、

周

と

に
高
適
の
親
族
の
墓
誌
銘

中

と

た

て

お
り
、

に
受
け

て

た
。
高
適
の
親
族
の
墓
誌
銘
に
は

の

墓
誌

る
。

一

　

大

高

墓
誌
文

序

高

墓
誌

と

、
周

『

墓
誌

』

出
版

、
二
〇
〇

年
、
開
元
一

一
、

長
安

『

墓
誌

』

、

出
版

、
一

一
年
、
一
〇

二

　

高

墓
誌
銘

序

高

墓
誌

と

、『

墓
誌

』



四
一

一

、『

墓
誌

』

、
一
二
三

三

　

大

國

生
高

墓
誌
銘

序

高

墓
誌

と

、『

墓
刻

』

、

圖
書
館
出
版

、
二
〇
〇

年
、
三

　

高

杜

墓
誌
銘

序

杜

墓
誌

と

、『

墓
誌

』

一

、『

墓
誌

』

、
一

　

大

高

墓
誌
銘

序

大

長

高

墓
誌

と

、

『

墓
誌

』
元

〇
一

、『

墓
誌

』

、
二
〇
三

　

長

高

記

文

記

と

、『

文

』

藏

、
三

出
版

、
二
〇
〇

年
、
一
三

　

周

は

一

二

の

墓
誌

て
い
る

の
の
、

年

た
に
出

た
高

文
に
關
す
る

刻

る

と
高
適
の

に

た
る

三

高

の
墓
誌
は

る
の

、

る

る
。
ま
た
、

周

た

『
高
適
集
校

』

出
版

、
二
〇
一

年 �

、

『
高
適
研
究
論

』

族
出
版

、
二
〇
一

年

は
、

出
の

記
二
墓
誌

て
い

い
。

の

、

�

の

高
適
家

及

年

―

出
『
高

文

記
』
、『
高

墓
誌
』

中

『

』
、
二
〇
一
〇
年
第

期

は
、

三

墓
誌

中

と

て
高
適
の
家

系
及
び
年

に
つ
い
て
の

行

っ
て
い
る
。
本
章

は

の
先
行
研
究

に

て
、

墓
誌

び
に

の

の
傳
記

り
に
高
適
の
家
系
お
よ
び
開
元
年
間
の
事
跡
に
つ
い
て

て

た
い
。



四
二

　
　
　
　
一

、
高
適
の
家
系
に
つ
い
て

　
ま

本

は
、
高
適
の
家
系
に
つ
い
て
、

の

文

記

高

墓
誌

め
て
先
行
研
究
の

周

に

い

て

る
。

　
　
　
１

　
高
適
の
出
身
地

　

に
高
適
の
出
身
地
に
つ
い
て

て
い
る

傳
記

に
つ
い
て

て
お

た
い
。

華

三

論

『

文
』

三
一

高
適

。

『

書
』

一
一
一
、
高
適
傳

－
高
適

、

。

『

書
』

一

三
、
高
適
傳

高
適
、

、

。

『

書

』

、

集
類

、『
高
常
侍
集
』

常
侍

高
適

。

『

書

』

、

集
類

、『
高
適
集
』

、
集

文
二

、

詩
一

高
適

。

。

『

詩

事
』

二

三

適
、

、

。

『

傳
』 

二

適
、

、
一

�

、

。

『

文
』

三

適

、

。

『

詩
』

二
一
一

高
適
、

、

。

　
高
適
の
出
身
地
に
つ
い
て
、『

書
』
『

詩
』

は
、

の

、『

書
』
『

文
』

は

の

、『

詩

事
』
『

傳
』

は

の

、

三

論

は

の
高
適
と
記

て
い
る
。

は
『

書
』
地

に



四
三

、

。
本

と

る
よ

に
、

と
は

る

と

、

の
文

じ
出
身
地

記

て
い
る
と

る
。

、

周

は

と

す
る

の
記

は
、

擧

て
い
る

け

り
、

の
本

地

る
と

い
と

て
い
る
。
高
適
の
生

の

跡

て

て

に

い
た

跡
は

、
ま
た

の
親
族

の

一

〜

墓
誌
の

地

る

と

、
生

の

は

っ
た
の

は

い

と

わ

る
。

記

の
文

高
適

の

と
す
る

に
つ
い
て
は
、
高
適
の
親
族
の
墓
誌
銘

る

と
に
よ
り

の

い

す

と

る
。

に
關

て
は

に

る
。

　
　
　
２
　
親
族
の
墓
誌
銘

　
次
に
高
適
の
家
系
に
關
す
る
記

る

、『

書
』
高
適
傳
に

父

文
、

長

父

文
、

は

長

に

る

。

と

る
の

、

は
不
明

る
。

、

の
記

り
に

の
墓
誌
銘

調
て

る
と
、
高
適
の
家
系

及
び
親

關

た

る

と

る
。

　
は
じ
め
に

た

り
、
高
適
の
家
系
に
關

て

い

る
た
め
、
高
適
の
親
族
と

る
墓
誌
銘

一
つ

つ

て

る
。

お
墓
誌
銘
本
文
中
の□

は

不

す
。

一

高

墓
誌、

。

□

、

。

偘
、

大

。
父

文
、

長

。

、

、

年

三
、

。

年
不

、

開
元

一
年

二

、

□
□

、

。

年

、

、

。

先

�

�

、



四
四

、

、

、
長

。

は

は

、

の

り
。

の□

は
、

の

。

の
偘
は
、

大

。
父
の

文
は
、

長

。

る
の

、

に

の

、

に
年

三
に

て
、

に

す
。

年

、
開
元

一
年

二

て

に

、

□
□

に

る
、

り
。

の

年

て
、

の

に

る
は
、

り
。

は
先

�

�

、

に

い
、

、

い
、
長

す
。

　

の
墓
誌

、
高

の
父
親
と

る

文
と
い

は

長

り
、
ま
た

開
元

一
年

二
三

に
三

っ
て
い
る

と

わ

る
。『

書
』
高
適
傳

父
と

る

文

ま
た
、高
適
の
生
年

開
元

の

長

っ

た
と

る
た
め
、

の
父

文
と
高
適
の
父

文
は

一

り
、
高
適
の
生
年
と

の
生

年

、
二

は

り
、

高
適
の

に

た
る

る
。
ま
た
、

影

は

の

と

い

、

二

の
墓

誌

の

父
は

の

っ
た
高

り
、

父
は

大

っ
た
高
偘

る
と

る
。

二

高

墓
誌

、

、

。

、

、

家
、

受

、

集

。

文
行
、

、

、

、

集

大
父

�

二

大

、

偘
。

、

、
不

、

。

安
、

、

集

。

元

。

、

、

、

東

、

年

二
。

。

二

、

。

元

杜

、
杜

卒
、

、

、

。



四
五

二

、

家
、

行

、

。

は

は

、

は

、

の

り
。

の

、

、

の
家
、

受
け
、

て

の

に
集
ま
る
。

文
行

め
、

て

、

の

り
、

つ

の

、

て

大
父

�

二

大

、

偘
に
集
ま
る
。

の

け
、

の

に

じ
、

と

す

、

び

と

る
。

に

安
に

、

に

に

、

て

に
集
ま
る
。

は

の
元

り
。

、

に

に

、

に

と

て

に

、

東

の

に

わ
る
、

年

二

り
。

い

。

の

二

て

に

る
は
、

り
。

の
元
の

は
杜

、
杜

卒

、

に

て

、

た

に

に

、

に
す
。

に
二

り
、

の

に

て

の
家

め
、

に
行

め
、

て

。

　

の
墓
誌

、
高

の

父
は

、

父
は
偘
、
父
は

っ
た

る
。

に

に
は
二

の

お
り
、

に

い
る

と

わ

る
。

一

の

の

父
お
よ
び

父

ま
た

と
偘

る

と

、高

は

と
高
適
と
の
い
と

に

た
り
、

の

る
と

る
。

三

高

墓
誌

、

、

。

、

周
。

元

、

東

。

開

、

。

國

、

高

、

、

。

父
、

偘
、

大

、

二

、

大

、

。

大
父
、

、

二

、

三

、

、

。

父
、



四
六

、

。

元
年

一

、

卒

、

。

、

、

、

、

。
家

、
時

二

擧
。

、

。

年

次

二

安

、

。

は

は

、

は

、

の

り
。

に

、

周
に

す
。

に
元

に

、
東

に

た

。

の

開

、

に

。

國
に

と

る
る

て
、

高

に

、

は

の

、

り
て

と

す
。

父
、

は
偘
、

大

、

二

、

大

、

と

。

大
父
、

は

、

二

、

三

、

、

。

父
、

は

、

元
年

一

て
、

に

の

に
卒

、

り
。

、

に

の

、

に

の

、

は

け
、

は

。
家
は

の

、
時
に
二

の

擧

つ
。

、

に

た
り

る
。

の
年

次

二

て

に
安

す
る
は
、

り
。

　
高

は
、

、

先

に

、

父
は

の

大

っ
た
高
偘
、

父
は
高

、
父
は

っ
た

二

高

る

と

わ

る
。

に

、

の

出
て

る

と

、

の

の
高

は
『

書
』

系
に
記

て
い
る
高

の
一
族

る

と

明
す
る
。

に
つ
い
て
は

に

る
。
ま
た
、

に

の

、 

に

の

と

る

と

、
二

た
高

の
二

る

と

の

は

年
に

っ
た
の

い
。

杜

墓
誌



四
七

高

杜

、

開
元

二
年

、

章

館
。

。
高

□

。

年

三
。

一

、

、
周

□
□

。

、

、

。
周

時
、

杜
、

大

周
、

族
、

、

。

�

、

。

書

、

大
父

。

書
�

中
書

章
事

、

。

、

。

、

先

、

、
明

書
、

、

。

高

の

と

の

杜

、

の
開
元

二
年

て

に

、

章

の

館
に

る
。

て

に

て
す
る

。
高

の

に□

す

り
。

年

三
。

に

一

て

の

に

り
、

の

に

す
る
は
、
周

□
□

り
。

、

は

、

は

。
周

の
時
、

の

杜
に

じ
、

大

周
に

り
、

の

族

て
、

り
て

に

り
、

め
て

の

と

る
。

の

の

と

は
、

り
。

の

書

の

と

は
、

の
大
父

り
。

の

書
�

中
書

章
事

の

と

は
、

の

り
。

に

り
て

と

、

す
。

の

の

、
先

の

に

す
る

、

の

め

る

、
明

に

の
書

、

の

に

す
る
は
、

と

。

　
誌
文

杜

は

二

高

の

り
、
高

よ
り

っ
て
い
る

と

わ

る
。
杜

の
家
系
は

杜

の
一
族

る

と

る
。『

書
』

一
一

に
父
親
の

の
傳

り
、

杜

、

。

と

る
の

は

本

り
、

っ
た
杜

の
時
に

に

っ
た
の

と

わ

る �

。
ま
た
、
高

と
杜

の

に
つ
い
て

二

三

墓
誌
と

て

る
と
、

、

の

る
と

明
す
る
。



四
八

高

墓
誌

、

、

、

。

常
侍
、

、

。
高

、

偘
、

大

、

東
�

大

、

開
國

、

二

、

大

、

、

。

、

、

行

中

。

、

元

、

。

元

。

期

、
不

第
、

三
。

、

。

元

年

、

、

。

、

元

年

三

、

、

年

。

元

二
年

先

。

長

�

、

事
、

大

、

校

�

、

事
、

、

、

東

、

、

。

、

は

、

は

、

の

り
。

の

常
侍
、

は

、

の

の

り
。
高

、

は

偘
、

の

大

、

東
�

大

、

開
國

、

二

、

大

、

と

、

は
る

り
。

、

は

、

の

行

中

。

、

は
元

、

。

の
元

り
。

に

の

期

、

の

第
に

、

三
。

、

は

に

す
る

り
。

る

元

年

、

の

に

す
る
は
、

り
。

の

、

元

年

三

、

に

、

年

り
。

元

二
年

先

の

に

す
る

り
。

長

の

�

、

事
、

大

、

校

�

の

、

事
に

じ
、

め
、

は

、
東

に

、

、

は
る

り
。

　

の
墓
誌
は
、
高

の
家
系
に
つ
い
て
、
高

る
と
高

お
り
、
次
に
高
偘
、

、
元

、
と

、



四
九

の
元

り
。

と

る
よ

に

っ
た
元

の
長

と

て
高

に

る
と

て
い
る
。

、元

の

高

、
高

の

の

高

る

と
と

生
じ
る
。

の

�

の
論
文

は
、

元

は

の

る
と

、
本
章

一

の

に

と
に
す
る
。
高

の
家
族
に
つ
い
て
は

に

、
長

に

い
た

と

わ

る
。
ま
た
、

の
墓
誌
の

は

の

の
高

る
。

文

記

、

文
、

文
、

。

、

開
元

年

一

第
。

開
元

年

次

、
遷

、

。

、

。

、

は

文
、

は

文
、

の

り
。

、
開
元

年

一

て

の

第
に

る
。
開
元

年

次

て
、

に
遷

す
る
は
、

り
。

は

の

、

て

に

す
。

　

に

文

記

す
る
。
高

文
は
開
元

年

一

に

り
、

の

年

に

て
い
る

と

わ

る
。

、
一

と

の
高

文
に
つ
い
て

す
る
と
、

は

開
元
年

間
に

る

と
、

は

つ
て

長

っ
た

と
、
出
身
は

の

と

、
ま
た
墓
誌
銘
の

年

高

文
と
高

の
年

は
三

、
親

と

て

分
に

す
る
年

る
た
め
、

の
高

文
は
高

の
父

る

文

と

一

る
と

る
。

　

の
墓
誌
銘
の
記

、
高
適
の
一
族
の
出

に
つ
い
て
、

と

た

高

の
家

と
い

と
に

る
。



五
〇

高

に
つ
い
て
は
『

書
』

系
に

高

出

、

文

、
生

高
、

、

、

諸

、

父

、

、

、

。

生

、

生

、

生

、

生

、

生

、

生

、

。

、

宋

、

。

、

、

高

は

よ
り
出

、

の

の
文

、

高

生

、

、

の

と

り
、

と
諸

は

て

り
、

に

じ
て

父
の

て

と

め
、

に

、

と

、

と

る
。

は

生

、

は

生

、

は

生

、

は

生

、

は

生

、

は

生

、

に

る
。

の

の

、
宋
の

と

り
、

に

に

る
。

の

の

、

の

た
り
、

り
て

に

る

。

と

、
高
適
の
一
族
は

の
高

と

一
の
家
系
と
い

と
に

る

、『

書
』
の
記

は

に

、

は
記

の
事

に

る
に

め
る
。
ま
た
、
高
一
族
の
本

は

る

、

墓
誌
の

地
は

は

る

と

、

の
生

の

は

に

っ
た
と

る

る
。

　
本

り

た
墓
誌
の

に
、
高
適
の
詩
と

『

書
』
高

傳

高
適
の
親
族
に
關
す
る
情

る
。
高
適
の

に

宋
中

族

詩
の
二

り
、
墓
誌
に
記

て
い
る
親
族
の

に
族

の
高

、

の
高

在
す
る

と

わ

る
。
ま
た

書

諸

詩
に

族

の

在

る

、

に
つ
い
て
は
不

明

る
。

に
『

書
』
高

傳
に

高

、
高

偘
、

中
、

安

、

生

、

安
東

、

事

。

、

、

在

。

時
、

東

、

長

、
連

、

、
一

、

。

。

高

、
高

は
偘
、

中
、

安

と

り
、

生

す
る
の

り
、

は
安
東

に

り
、
事
は

に

り
。

て

に

に

、

に

、

の

に
在
り
。

の
時
、

に
東

に

、

て
長

、

連

、

て

、
一

て



五
一

に

た
り
、

す
。

と
す
。

て

に

る

。 �

と

り
、
高

は

と

て

っ
た

り
、
高
偘
―
高

―
高

―
高

―
高

と

る
高
適
の
親
族

る

と

明
す
る
。

　

、

の

墓
誌
文
及
び
高
適
詩

の

の

に
記

て
い
る

書

に
ま
と
め
、
高
適
と
の
關

記

た
。

は
高
適

た
關

す
。

　

父

高

生

年
不

。

の

常
侍
、

。

　

父

高
偘

生

年
不

。

は

大

三

、
安
東

三

。
父
は
高

、

は

�

�

文
。

　

父

高

文年

生
、
開
元

年

二
〇

卒
、

年

。

は

長

。

は

。

は
高

�

高
適
。

　

高三
年

生
、
開
元

一
年

二
三

卒
、

年
三

。

に

、
父
は
高

文
、

は
高
適
。

　

お
じ

高

生

年
不

。

は

二

三

、 

三

 

、 

、 

。

は
高

。

　

お
じ

高

生

年
不

。

は

三

行

中

。

は
高
元

。



五
二

　

高

三
年

生
、

卒
、

年

二
。

宋

、

。
父
は
高

、

は
杜

�

、

は
高

�
高

、

は
高

。

　

高
元

生

年
不

。

は

。
父
は
高

。

　

高

生
年
不

、

元
年

二

卒

。
父
は
高

、

は

。

　

高
三
年

〇

生
、

元
年

二

卒
、

年
三

。
國

生
。
父
は
高

。

　

高

開
元
二

年

三

生
、

元

年

卒
、

年

三
。

大

。

は

、
長

は

。

　

高

生
年
不

、
元

年

〇

卒
。

は

校

、

統

。
高
偘
の

。

　

高

生

年
不

。

は

大

長

。
高

の

。

　

高

生

年
不

。

は

、

、

事
、

校

、

。
父



五
三

は
高

。

　

族

高

生

年
不

。
高
適
の

宋
中

族

時

大

族

詩
に

る
。

詩

に

時
に

大

に

、

て

め
、

に

の

り

と

り
、

の
詩

た
開

元
二

年

三

、
高

は

大

の

に
い
た
よ

る
。
ま
た
杜
甫
に

元
元
年

の

る

高

詩 �

り
、
杜
甫
と

っ
た
。

　

高

生

年
不

。
高
適
の

詩
に

る
。

の
詩
は

二

三

に

、
詩
中
に

諸
生

、

諸
生

と

い
、

に

て

る

と

る

と

、
高
適
と
の
年

は

る �

。

　

族

不
明 	

生

年
不

。
高
適
の

〇

書

諸

詩
序
に

族

書
、

序

、

一

、

東

、

、
適

族

書
、

序
の

る

、

一

、

に
東

の

、

と

て

、
適

に

。

と

る
。

の
詩
は
高
適
の
族

と
安

の

の
諸

に

た
詩

り
、
族

は
安

の

に

て
い
た

の
と

わ

る
。

　

に
、
高
適
の

行
は
三

る

と

、
一
族
の

の

高
適

め

と

三

は
お
り
、
本
章

擧

た

の

に

に
三

二

の

い
た

と
に

り
、
高
一
族
の
大

る
。

　

の
情

高
適
一
族
の
家
系
圖

る
と
次

に

る
圖
の

り
に

る
。



五
四

　
高
適
の
親
族
に
つ
い
て

在

る

擧

て

た

、

目
す

は

大

、
安
東

に
ま

っ
た
高
偘

る
。
ま
た
、
お
じ

る
高

の

行

中

り
、『

書
』
に
傳

て

て
い

る
高

り
、
高
適
の
一
族
は
高
偘
の

の
家
系

い

い
る
と

る
。

の
よ

家
系

高
適
の

と
い

の
は

て

て
お
り
、

に

す
る
。

　
　
　
３
　
高
偘
に
關
す
る
傳
記

　
高
適
の
家
系
に
つ
い
て

た
と

、
高
適
の

父
に

た

る
高
偘
に

目

て

た
い
。

　
高
偘
は

の

、

の
父
親
は
高

る

と
は

に
擧

た
墓
誌
銘
に

る

り

る
。

は

の
高

出

の

に

た

り
、『

』

『

書
』

の

に
記

る
。

本

は
時
系

に

っ
て

の

っ

て

た
い
。
高
偘
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

『

』

中
華

書

、
一

〇
年

高
偘
傳

に

い

、

は

の

高
適
一
族
の
家
系
圖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

　
　
　

　
　 

固

　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

　
　 

萬
盈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
銑

　
　
　
　
　
　
　
崇
德

　
　
杜
蘭

　
　
崔
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

琛
　
　 

 

榮
 

祐
　 

 

偘
　
　
　
　
　
　 

楊
氏

　
　 
逸
　
　
尙
氏

　
　
　
　
　
　
　
崇
禮
　
　
元
琮

　
　 
　
　 

岑
　
　
幼
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　

　
　 
　
　 

岳

　
　
　
　
　
　
　
吳
氏
　
　
朱
守
臣

　
　
　
　
　
　
　
崇
文
　
　 

嬇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

適

�
偘
の

の
長

の
序
は

の

の

る
。

　
　
�

は

、
二

は

關

す
。



五
五

め
て

一

高
偘
に
關
す
る
事
跡

書
の
記

中

に
ま
と
め
て

た
い
。

高
偘
傳

は
高
偘
の

に
つ
い
て

擧

て
い
る
に

關
わ

、
高
適
の
家
系
に
は
一

て
い

い
の

、

に

る
。

は
『

』

二

三
年
の

の

ま
る
、
高
偘
の

事
跡

る
。

　

二

三
年

、

の

は

の

に

よ

と

た
た
め
、

は

い

っ
て

よ

と

た

は

っ
た
。

は
大
い
に

り
、

中

る
高
偘
に

じ
、

の

い
て
、

た 


。

年
、
高

元
年

〇

、
高
偘
の

は

に

り
、

は

の

っ
て

た
の

い
て

出

と

た
け

じ

っ
た
た
め
、

と

連

て

た
。
高
偘
は

ま

い
、

て
、

っ
た �

。

の

高
偘
は

安

と

り
、

い
て

と

っ
た
。

　

元
年

に
、
高

の

と

い
に

っ
て
い
た
た
め
に
、

る

生

、

の

に

て

け

め
、

は

っ
た
高
偘

行

と

て
、
高
偘
は

大

の

と

に
高

た �

。

　

三
年

二

、

東

行

大

の

、
高
偘
及
び

り
と

り
、

っ
た
。
高

の

り

り

と

て

に

け
た

、

の

い
て

り
、
高
偘

は

て

に

っ
た

の
の
、

に

た 

。

時
侍

っ
た

受
け
て

に

東

行

、

に

っ
た
の

に
高

に
諸

の

た

、
高
偘
に
つ
い
て

、

に

て

り
、

に

て

り

。

と

た �
。

　

元
年

〇

三

、
高

の

長

る

い
て

、

の
高
藏
の

る
安

て

て

と

た
た
め
、

大

の
高
偘

東

行

に

、

た
。
安

は

て

に



五
六

、

と
高
偘
は
安
東

て
、

東

っ
た �

。
二
年

一

、
高
偘
は
高

の
殘

安

り
、
三
年

二

二

、

び
高

の
殘

と

い
、
大

た
。

の
時

は

て

高

け
よ

と

に

た

、
高
偘
と

る

行

い
て

、
二

と

た �

。

　

に
高
偘
の

は
安
東

に
ま

っ
た
。
ま
た

つ
て
は

大

に

じ

、

二

っ

た
。
卒
年
は
不
明

る
。

大

、

と

、

�

に

た �

。

　

高
偘
の

事
跡
に
つ
い
て

る

、

目

た
い

は
、
高
偘
は

に

る

の

た

と
い

と

る
。

は

の
高

と

の

墓

り
、

在
の

に

る
。

に
、『

要
』

出
版

、
一

一
年

二

一
、

に

父

、

、

父

の

、

た
り
て

と

す
る

、

た

す

。

と

る
。

ま

は

る
は

る

、

の

高
適
の

ま

の

に

た

の
は
い

い
。

の
親
族

て
い
る

、
一
族
の

に

て
い

い

は
不
明

る
。

て
、
高
適
の
一
族

て

高
偘

の

に

っ
た

は
い

い
に

關
わ

、

『

書
』
の
高
適
傳
に
は
高
偘
の

、

の
『

書
』
高

傳
に

る
の

る
。
高
適
の

中

高
偘
に
つ
い
て

た

の
は

い
た
め
、

て
い

い

と
と

關

る
の

い

、
不

明

る
。

、
の

に
國

の
情

、

族
た

の

た

詩

と

て

殘
す
高
適
の

、

族

に
お
い
て

擧

た
高
偘

間

る
の
は

に

い

と

る
。

　
　
　
　
二

、
高
適
の
開
元
年
間
の
事
跡



五
七

　

高
適
の
家
系
に
つ
い
て

た

、
本
章

は
高
適
の

期
の
事
跡
に
つ
い
て

た
い
。
高
適
の
年

研
究

に
關

て
は
、

の

周

開

『
高
適
詩
集

年

』

中
華
書

、一

一
年

高
適
年

と

、

『
高
適
集
校

』

高
適
年

と

る
。

の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
不

い

と

、
高
適
の

の
行

、

に
開
元

期
の

時
期
に
つ
い
て
は

っ
と

分

る
。

本

は
、

の
先
行
研
究
の

に

年

た

文

記

の
情

て
、高
適
の

期
の
事
跡
に
關

て

行
い
た
い
。

　
　
　
１
　
先
行
研
究
に
お
け
る
高
適
の
生
年

　
高
適
の
父
親
の

文

記

に
よ
る
と
、

文
は
開
元

年

一

一

に

の

第

り

年
開
元

年

二
〇

一

二

に

行
わ

て
い
る
。

の
と

高
適
は

て
い
た
の

。

　
は
じ
め
に

と

る
高
適
の
生

に
つ
い
て

て
お

。
高
適
の

年
期
の

り
に
つ
い
て
は

不
明

い

、

の

は
父
親
の

中 �

の

に

っ
て
い
た
と

る
。

關
連

明

る
高
適

の

跡

擧

る
と
、
二

の
時
に

め
て
長
安
に

っ
た
結

、

の

、

�
宋
の
地
に

の
間

す
る
。
開
元
二

年

三
二

に

、
開
元
二

三
年

三

に

る
と

に

り
長
安

驗

受
け
る

第
。
ま
た
宋
に

り
、

の
間
宋
の
地

の

と
す
る
。

に
長
安

に
擧

、

の

る
。
高
適

と

っ
て

の
事
跡
は

『

書
』
本
傳

に
記

て
い
る

り

る

、

る
ま

の
高
適
の
行

に
つ
い
て
は

分

、
父

文

っ
た
開
元

年

に
つ
い
て

は

い
。

の
時
期
の
高
適
の
行

す
る
に

た
り
、

先
行
研
究
の
年

比
較

て

る
と
、

の
よ

に

る
。
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〈
周
譜
〉
周
勳
初
高
適
年
譜

〈
劉
譜
〉
劉
開
揚
高
適
年
譜

〈
孫
譜
〉
孫
欽
善
高
適
年
譜

三
年

〇
〇

一

生

長
安
元
年

〇
一

一

生

長
安

年

〇

一

生

開
元

年

一

二

め
て
長
安
に

開
元

年

二
〇

二

一

長
安
に
滯
在

二

長
安
に

す
る

、

り
、

宋
に

、

宋

に

す
る

開
元

年

二
一

二

二

長
安

宋

に

る

開
元

年

二
二

開
元

一
年

二
三

二

長
安
に
滯
在
す
る

開
元

二
年

二

二

一

宋
に

す
る

　

の
年

の

の

と

る
の

、
高
適
の

詩

二

書

、

長
安

二

に

て
書

、

の

た
長
安

に

の
二

る
。
高
適
の

の
中

の

跡
に
つ
い
て

る

の
二

は
、

年
期
の

り

る

と
の

る

要

り

る
。

記
の
三
年

は

て

二

の
時
に
長
安
に
滯
在

た

と

事

る
と

、
年

に

い
る
。

の
年

に
お
い
て

い

生

出

て
い
る
の
は
高
適
の
生
年

る
。
高
適
の
生
年

た

と

て
、

周

は

の

高
三

詩

『

詩
』

一
三
二
、
中
華
書

、
一

〇
年

の

に

て

の

と

�

、
高
適
は

に

っ
た
と

て
、
生
年

三
年

〇
〇

と

て
い
る
。

は

の

三

諸

詩
の

年
過

年
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過

る

、

時

の
時

た

す

の
二

及
び

高
三

詩
の

の

、

に
擧

た

に

っ
た
と

、
ま
た
杜
甫

一
二
～

〇

の
時
の

高

過
、

に

高

た

に
過
る
、

に

の

の

に

高

、

年

、

不

。

高

に

、

年

、

つ
は

よ
り

、
と
。

に

の

て

に

る �

。

と

る

と

、
杜
甫
と
の
年

て
、
高
適

時
に

っ
た �

と

、

生
年

〇

年
と

て
い
る
。

は

三

詩
の

華
、

。

年

章

、

事

。

、

華
に

て
よ
り
、

た
り
。

年
章

り
、

事

た
り
。

て

に

り
、

と

て

る

。

の

、
二

長
安
に

年

い
た
と

、

に

體

記

と

て

中

詩
に

、

二
年

た

に

、

す
る

と

二

年

と

り
、

の

二
年
間
は
二

の
長
安
滯
在

に

ま

の
間
に

宋

て
い
た
期
間
に

、

る

す

、
高
適
は
長
安
元
年

〇
一

の
生
ま

る
と

て
い
る
。

　

の

と

ま
と
め
る
と
、
詩
中
の

の

�

と
す
る

の

い
に
よ
り
、
先
行
研
究
に
お
け
る
高
適
の
生
年
の

い

生
じ
て
い
る
。

の
年

は

文

記

と

て

て
い

い
た
め
、
本
章

は

文

記

の
記

高
適
の
生
年

て

る
。

　
　
　
２

　
父
親
の
卒
年
と

次
の
長
安
滯
在
の
時
期

　
ま

論

と

た
い
の
は
高
適

い
つ

め
て
長
安
に
滯
在

た

る
。

文
の
卒
年

に

る
と
、

周

は
、

文

る

に
長
安
に
滯
在

、

は

の

年

に
長
安

と
に

る
。

の
長
安
滯
在
時
に
つ
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い
て
、
高
適
は
次
の
⑴
⑵
詩
中
に

及

て
い
る
。

⑴

華
　

生

　
　

　

華
に

び
　

　

生

と

書

　

　
　
書

て

る

　

に

國
不

　

家

　
　
國
に

す

　
家
に

り
て

り

に

詩
、
第
一

～
第

⑵
二

書

　

長
安

　
　
二

に

て
書

　

の

た
長
安

に

擧

　

　
　

擧

て

　

て

と
す

國

三

　

　
　
國

の

　
三

す

　

の

に

に

る

　

不

明

　
　

に

と
　

明

に

る

　
東
過

宋

　
　

に

り

た
る

　
東
の

た

宋
に
過
る

に

に

る

詩
、
第
一

〜
第

　

目

た
い
の
は
⑴
の

生

⑵
の

擧

、

の

明

よ

に
、

い

に

の

に

る
と

に

た
高
適
の

る
。

て
⑴
三

目
に

書

と

る

と

、

行

て

に

て

い
に
長
安
に

い
た

と

る
。
ま
た
、
先
に

た
よ

に
高
適
の
一
族
は

大

い
よ

る

、
長
安
に

と

っ
て
い
る
親
族

お
り
、

の
つ
て

す
つ

り

っ
た
の

い
。

結

は

っ
た
よ

、

國
不

、

家

、

不

明

と

る
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よ

に

い
ま
ま
長
安

る

と
に

っ
た
。

　

長
安

と
父
親
の

期
と
の

關

て

る
。
墓
誌
銘

る
事

と

て
、

文
は
開
元

年

一

に

っ
て
お
り
、

年
に

行

わ

て
い
る
。
高
適

父
の

に

っ
た

は

は

い

、
開
元

年
の

に

い

い
。

て
『

』

中
華
書

、
一

年

一
三

、

一
の

三
年

の

に

父

と

り
、

論
制

の

に

二

、

、

、

。

、

。
踰
、

常

二

に

て

、

、

の

に

て
、

す
。

は

に

て
、

は

の

。

踰
て
、

常
に

す

。

の
記

、

る
高
適
は

三
年
の

に

す
る

と
に

り
、

に
は
二

ヶ

の

の

て

る
開
元

年

二
一

�

ま

は

に
關

す
る
よ

行

は
と
っ
て
い

い
と

る
。

の
よ

期
間

て
い
た
と

て

、

の
年

す
る

と
に

る

、
長
安
滯
在

時
の
高
適
の

と

わ

る
と
、
父
の

の

に
長
安
に
滯
在

て
い

け

不

る
。
先

の

り
、

年
高

適
は

に

た

め
て
の
長
安
滯
在

い

て
お
り
、

に
父
親
の

、
長
安
に
滯
在

た
と
す

、

生

た

よ

と
い

高

た

に

る

。
ま
た
、
⑵

目
に

と

っ
て
お
り
、

の

は
長

安
に
行
っ
た

に

に

と

た
け

生

て
る

地

い
、
と

る
。
つ
ま
り

の

地

っ
て
い
る

と

い
、

は
父
親
の

に

に

っ
た
時
の

、

の

宋
の
地

っ
た
の

は

い

。

の

と

、
高
適
は
父

る

に
長
安

、

の

に

っ
た
時
に
は
す

に
父
は

っ
て
い
た

る
。

　

は

の

に
つ
い
て
、

の

父

た
開
元

年

一

よ
り

に
長
安
に
い
た

と

明
す
る
た

め
に
高
適
の
事
跡
に
つ
い
て
の
詩

て

る
。
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ま

、高
適
の
行

の
時
期

は
っ

り
と
わ

る

と

て
、高
適
の

安

詩
の
序

る
。
序
文

は

開
元
二

年
、
國
家

事

、

書

安

大
擧
。
時

中

、

中

、

中

、
侍

、

在

、
詩

、

、

三

開
元
二

年
、
國
家

に
事

り
、

書

安

に

て

て

大
擧

。
時
に

中

、

中

、

中

、
侍

、

に
在
り
、
詩

て

、

に

は
す
、

三

。

と

、

の
序
文
の

と
は

、
開
元
二

年

三
二

に

安

の

っ
た

と

っ
て
い
る
。

の

は
『

書
』

に

二

年

、

書

安

。

三

、

安

長

章
大

�

。

、

安

�

、

受

二

年

、

書

安

て

て

た

。

三

、

安

長

章
と

�

の

に
大

す
。

、

安

�

の

じ
、

に

受

。

と

り
、

と

す
る
。
高
適
は

の

安

詩

の

に

じ
て
い
る

と

、
開
元
二

年
に

に
い
た

と
は
間

い

い
。

　

に

、

書

諸

書

に

い

て

の
諸

に

す

詩
の
序
に
、

、
適

長
安
、
時
侍

事

。
詩
書

、

の

、
適

て
長
安
に

り
、
時
に
侍

の

事

に

る
。
詩
書

、

。

と

る
。

の

、
つ
ま
り
開
元
二

三
年

三

に
高
適
は

驗

受
け
る
た
め
に
長
安
に

い
た

と

わ

る
。

　
次
に
時
期
は
は
っ

り

い

の
の
、
年

ま

る
詩
に

の
三

る
。

⑶

　

年

　
　

の

　

年
の
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華

淸

　

　
　

華
淸

　

不

に
て

�

に

わ

、

り
て

て

す

詩
、
第

〜
第

⑷

　

二
年
　
　

た

に

　

す
る

と

二
年

種

　

　
　

種

の

　

つ

の

中

中

の

の

に

詩
、
第
三

三

〜
第
三

⑸

華
　

　
　

華
に

て
よ
り

　

た
り

年

章

　

事

　
　

年
章

り
　

事

た
り

　

　
　

て

に

り
　

と

て

る

三

に
て

三

に

い

て

に

す

詩
、
第
一

〜
第

　

の
詩
は

年
の

と

て
い
る
詩

り
、

て
長
安

て

に

る
ま

の
期
間
に
つ
い

て
關

の

る

の

る
。
⑶
は

滯
在
時
に

、

の
地

は

と

に

っ
た
よ

、

の
二

目
に

年
の

と

り
、

年

に
二

と

っ
た

驗

る
よ

る
。

は
、

年

と
い

の
は

體

に
い
つ
の

と

す
の

。
高
適
は
開
元
二

年

と

の
二

に
滯
在

た

と

る
た
め
、
詩

の

の

け

は
い
つ
の
滯
在

る

い
。

の
墓
誌
銘

文
安

文
安

墓

銘

序

『

墓
誌

』

〇
二

、

『

藏

墓
誌
』
、

書

、
一

年

に
よ
る
と
、

元
年
二

、

、

元
年
二

て

に

、

に

る
、

。

と

り
、

の
卒
年
は

元
年

二

と

る
た
め
、
第
二
次

滯
在

、

す

に

っ
て
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い
る
た
め
第
二
次

る

と
は
不

る
。

の
た
め
⑶
は
開
元
二

年

の
第
一
次

滯
在
時
に
制

た
と

、

に

の

の

年
は

は

過

て
い
た

と

わ

り
、

の

は
長
安

た

の

宋
の
地

て
い
た
時
期
の

と

て
い
る
と

よ

。

と

と
は

年

に

出

っ
た

は

い

、
長
安

出

っ
た
と
す
る
の

と

わ

る
。
す
る
と
開
元
二

年

て
、
開
元

年

に
長
安
に

滯
在

て
い
た

と
に

る

、

の

と
い

は

は

と

る
。

　
次
の
⑷
詩

て

よ

。

の
二

目
に

二
年

と
は
っ

り
と

た
年

て
お
り
、

は

と

て

い

。

、
つ
ま
り

間

て
生

て
い
た
の

二
年
間
と
い

の

る
。

の

と

す
る
の

は
高
適
の
事
跡
の
中

二

の
長
安
滯
在

開
元
二

年
の

滯
在
ま

の
期
間

け

り
、

と

じ
よ

に
開
元

二

年

す
る
と
長
安
に
滯
在

て
い
た
の
は
開
元

年
と
い

と
に

る
。

に
、
⑸
の
大

と

て
、

、

年
間

び
、

の

い
た
と
い

と

る
。

た

す
る
の
は

は
り
二

の
長
安

開
元
二

年
の

滯
在
ま

け

り
、
⑶
と

じ
よ

に

め
て
の
長
安
滯
在
は
開
元

年

と
い

と
に

る
。

の

と

ま
と
め
る
と
、⑶

⑷
と
⑸

は
長
安
に
滯
在

た
時
期
に

い

る
。

⑶
⑸
詩
に
お
け
る

年

は

ま

年

、
と
い

よ

い

り
、

の
よ

に

す
る
と
長
安
に
滯
在

た
の

開
元

年

っ
て

二
、三
年
の

い

る

け

り
、

い
。

　

論

高
適
の
開
元
年
間
の
事
跡
と

文
の
卒
年
と
の
關

に

す
。
⑷

に
長
安
滯
在

に
開
元

年
と

す
る

と
、
開
元

年

の

期
間
の
た
め
に

は
不

る
。
と
す
る
と
、
開
元

年
に
は
長
安
に
滯
在

て
い

け

い
。

と
す

っ
と

と

る
の
は
開
元

年
に
父

す
る

に
長
安

、

の
長
安
滯
在
中
に
父
の

い
て

り
、
開
元

年
に

て

の

に

宋

と
い

と

。

開
元

年
の
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の

に
長
安
に

っ
た

る

、
高
適
の

々
と

た

、
ま
た
長
安
に
行
っ
た
の

に
一

っ

た
よ

の

は

い
。

　

は
高
適
の
長
安
滯
在
は
開
元

年

っ
た
と

て
論

め
る

と
に
す
る
と
、
高
適
は

三
年

〇
〇

に

生

、
第
一

次

滯
在
は
開
元

年

開
元
二

三
年
ま

の
期
間

る

と

る
。
生
年
に
關

て
は
二
〇

の
時
に
長
安
に

い
た
と
い

記

に

い
た

の

る
の

、

生
じ
る

る

、
生
年
は

て

〇
〇
年
、

と

〇
二
年
の
間
に

ま
る
と

る
。

の

て
、
次
に

す

年

の

り
、
開
元
二

三
年
ま

の
高
適
の
事
跡

め
る

と

る
。

高
適
開
元
年
間
略
年
譜

　

三
年

元
年

〇
〇

 

生

　
開
元

年 

一

 

父

文

　
　

　 
 

長
安
滯
在
時
に
父
親
の

り
、

る

　
開
元

年 

二
〇

　 

父

文
の
遷

本

行

　
開
元

年 

二
一

　 

明
け
る

　
　
　
　 

 

の
間

宋
の
地

　
開
元

年 

三
一

　
　 

 
 

の
間

の
地

　
開
元
二

三
年 

三

　 

受
け
て
長
安

驗

受
け
に
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お

わ

り

に

　
本
章

は
高
適
の
家
系
と
開
元
年
間
の
事
跡
に
つ
い
て
、
一
族
の
墓
誌
銘

と
に

て

行

っ
た
。

高
適
の
一

族

て

る
と
、

と

て
高

に

っ
た
高
偘

高

け

、
文

の
親
族
は

い

に
と

ま
っ
て
い
る

と

て

る
。

に
高
適
は
、

三
年

〇
〇

に

生

、
父

文

の
高

に

っ
て

の

る

と

り
、
二

の

父
親

て
い
る
。
高
適

に

る
ま

る

と

に

け
た

の
に
は
、
二

け

っ
た
り
、
高
適
の

に

て

と

る
親
族

い

っ
た
り

た

と

の
要

る
。
ま
た
、
父
の

の
時
期
と
の

關

開
元
年
間
の
高
適
の
事
跡
に
つ
い
て

た

と
に
よ

り
、

て

た
年

に
、

に

事
跡

る

と

た
。

　
年

に

た
よ

に
高
適
は
開
元
年
間
に

二
年

の
間

宋
の
地

す
る

と
に

る

、
父

た

と

大
い

に
關

て
い
る
は

る
。

の

期
間
中
、
高
適
は
制

受
驗
の
た
め
に

々

と

て
お
り
、

に
は

の

地
ま

い
て

の
た
め
の

り

つ

と
行

て
い
る
。『

英

集
』
に

常

常

に

る

と
す

と

る
よ

に
、
高
適
は

常
の

擧

受
驗
す
る

と

ま

っ
た
と

る

、
常
擧
に
比

て

ま

の
期
間

い
制

受
驗

た

と
は
、

に
は

時

と

る

親
族

お

、
父
親

て

た

に

た
中
、

急

高
適
に
と
っ
て
、

。

　

た
高
適
の
家
系
の

、
開
元
年
間
の
事
跡
は
高
適
の
生

の
行

に
大

影
響

て
お
り
、
詩

に

た

て
い
る
に

い

い
。
高
適
の

る

詩

制

た

す
る

、

の
よ

事
跡

す
る
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と
は

要
不

る
。

　
　

①　

�

の
論
文

て
い
る

、『
高
適
集
校

』

は

の

に

高

墓
誌

『

墓
誌

』

高

墓
誌
銘

序

大

〇
二

て
お
り
、『

墓
誌

』
に

、

。

、
父

と
す
る

と

、
高

の

の

と
り

る
高

と

て
い
る

、

り

る
。

②　

『

傳
』

一

と

て
い
る
の
は
『
中

間

集
』

た
高

と

た

り

る
。
高

ま
た

の

り
、

に

た
の

。

に
つ
い
て
は
先
行
研
究
及
び

の

の

書
の
中

て
い
る
。

③　

『

墓
誌

』
は

に

る

、

め
た
。

④　

『

論

集
』
第

集

出
版

、
二
〇
一
〇
年

『

』

高

杜

墓
誌

に

に

て
い
る
。

⑤　

高

に
つ
い
て
は
『

書
』
に
『

書
』
と

の
傳

り
、
ま
た

高

本
『

文
集
』

に

る
。

⑥　

ま
た
は
大

元
年

と
す
る

る
。

⑦　

に
つ
い
て
は

元

生

第

詩

『

詩
』

二

に

、『

詩
』

に

一

高

生

第

と

る
た
め
高
適
の

と

一

る
と

る
。
詩
本
文
に

不

、

。

、

。

、

。

、

出

。

と

り
、
高
適
の

詩
の

、

。

と

一

す
る

と

、

時
期
の

る
と

る
。『
高
適
集
校

』

は
、

元
詩
は

第

て
長
安

に

る
と
明

て
い
る

と

、
高
適
の

跡
と

の
年

勘

、

の
二

は

二

三

長
安

の

と

て
い
る
。

の

と

、

に
高
適
の
生
年

〇
〇
年
と
す
る
と
、
高
適
と

の
年

は

る
。

⑧　

の
族

に
關

て
は
、

の

高

詩
に

適

に

る
版
本

り

本
『

集
』
、
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『

詩
集
』
お
よ
び
『

詩
』

一
二

、

詩
の
高

と
す
る

る
。

の

は
、

詩
の
中

高

は

に

い

た

驗

り
、
高
適

ま
た
開
元
年
間
に

い
た

と
、
ま
た

詩
中
に
高

は

の

と
連

っ
て
い
た
と
の
記

り
、

高
適
と

て
い
る

と

と

て
い
る
。

年

〇

に

た

書

諸

詩
序
の

三

年

と
い

記

、
高
適
と
高

三

年

り
に

た
と

す
る

、
二

た
の
は
開
元

年

二
〇

り
、
高
適

に
い
た
時
期
と

い
。

周

は
族

高

と
す
る

り

と

て
い
る
。

⑨　

『

』

二

三
年

中

、

高
偘

�
㧞

。

『
高

』

、

、

、
不

。

大

、

高
偘

、

二

三

年

、

て

中

と

、
高
偘

は

て

の

�
㧞

の

て

。

『
高

』

、

め

の

は

て

め

と

、

は

て

と
す
る

、

。

大
い
に

り
、

高
偘

は

て

の

て
、

。

⑩　

『

元

』

校

本
、

出
版

、
二
〇
〇

年
、
一
一

〇

高

元
年

、

高
偘

。

、

、

。
高
偘

、

。

、

高

元
年

、

高
偘

て

に

つ
。

る

、

の

、

て

。
高
偘

て

に

り

、

て

に

る
。

、

に

じ

た

に

。

ま
た

の
記
事
は
『

要
』

に

る
。

⑪　

『

書
』
高

傳

元
年

生

、

、

。

生

國

、

東

安

大

、

、

高
偘

行

、

、

行

行
。

、

高

、

生

元
年

生

は
り
て

と

り
、

、

り
。

生
國

の

に

り
、

は

て

て

け

め

て

東

安

大

と

、

、

高
偘

行

と

、

、

行

と

て
行

。

、

高

の

り
、

生

て

す

。

ま
た
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の
記
事
は
『

元

』

に

る
。

⑫　

『

元

』

三
年
二

、

及

㧞
高

。
時

�
高
偘

、

在

。
高

、

、

。
偘

、

三
年
二

、

及
び

て
高

の

㧞
す
。

時
の

�
高
偘

と

り
、

に
在
り
。
高

の

に

は

、

、

て

て

る
。
偘

て

て

に

り
、

の

る

と

る

。

ま
た

の
記
事
は
『

書
』
高

傳
に

る
。

⑬　

『

書
』
文
苑
傳

、

。
父

、

中

侍

。
時

事

東
、

。
及

、
高

諸

、

高
偘

、

。

高

、

の

り
。
父
は

、

中
に
侍

と

る
。
時
の

東
に
事

り
、

り
て

て

す
。

る
に
及
び
、
高

た
諸

の

、

高

偘

に

て

り
、

に

て

り
。

と
。
高

り
と
す

。

⑭
　
『

書
』
高

本

元
年

高

長

、

、

大

高
偘

東

行

、

大

行

行

、

元
年

高

の

長

、

に

、

大

高
偘
東

行

と

り
、

大

行

行

と

り
、

て

つ

。

の
記
事
は
『

要
』

三

に

、『

要
』

は

〝

大

〟
高
偘

と

て
お
り
、『

書
』
及
び
『

』
の
記

と

る

、

高

墓
誌

及
び

高

墓
誌

高

墓
誌

は
〝

大

〟
、
〝

大

〟
と

る
た
め
、
墓
誌
の

記
に

。

⑮　

『

書
』
高

傳

章
二
年
、

高

三

�

。
大
長

、

藏

安

。

高
偘
東

、

行

、

行

、

常

。

。
偘

東

、

安

、

、

二

。

行

、

、

。

殘
不

、

、

年

章
二
年
、
高

の

三

�

に

す
。
大
長
の

て

、
藏
の

の
安

て
て

と

す
。

て
高
偘
東

、

行

、

び
に

行

と

た

め
、

常

は

。

に

る
。
偘

東

め
、

安

に

り
、

た

に

り
、

の

二

に
す
。

行

に

り
、

、

に

て

る
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と

り
。

に

て

殘
た
り
て

す
る

は

、

て

に

り
、

年
に

て

。

⑯　

『

』

は

と
す
る
。

⑰　

『

要
』

二

一

高
偘
。

⑱　

高
適
の

侍

中

侍

の

中
に

る
る

る

詩
に

、

中

過

る

、

中

過
る

。

と

り
、

期
に
父
親
の

に

っ
て

中

た
と

わ

る
。

⑲　

周

は

に

の
よ

に

て
い
る
。
高
適
の

詩
の

に

て

、

三

諸

詩
の

年
過

年

過

る

す

に

年

と

る
の
と

の
詩

は

す
る

と
に

る
。

の

年

の

一

詩
に

年

と

り
、

に

っ
た

、

の
二
年

に

年

と

の
は

わ

、

の
た
め

の

と
い

の
は

り
、

の
詩
の

は

と
す
る
と

じ
る
。

⑳　

宋
本
『
杜

集
』

は

高

、

年

不

。

。

と

、

い
。

『
杜

集
』

は

高

、

年

不

。

。

に

り
、
ま
た

本
高

、

年

不

。

。

と

て
い
る
。

㉑　

は

高

過

詩

時
に
高
適

と
す
る
と
、
高
適
と
杜
甫
の
年

は

と

り
、

々

の

と
一

い

、
高
適

と
す
る
と

と

り
、
高
適
の

に
一

す
る
と

て
い
る
。

㉒　

『

の

』

大

文

研
究

集

、
一

年

に
よ
っ
て
、
開
元

年
の

め
て

た
。
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第
三
章
　
高
適
の
制
擧
受
驗
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 

杜
甫
の
制
擧
受
驗
と
の
關
連
に
お
い
て

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
高
適
と
杜
甫
は

の

詩

る

、

と

ま

に
長
い

の
時
期

っ
た
。

に

の

の

に

り
、

常
の

擧

驗

受
驗

て

に
、
制
擧
と
い

制

に
よ
っ
て

て
い
る
。

體

に
は
高
適
は
制
擧
の
一
種

る

に
擧

て
、
杜
甫
は

に

じ
る

と
に
よ
っ
て
、

て
い
る
。
生

に

わ
た
っ
て

い

っ
た
二

の
詩

の
よ

た

と
に
つ
い
て

常
に

い

と

る
。

の
た
め
、

本
章

は
ま

に
お
け
る
制
擧
と
い

制

に
つ
い
て

た
の

、
二

の
制
擧
受
驗
に
關
わ
る

に
つ
い
て

す
る
。

の

、
高
適
と
杜
甫
の
制
擧
に
關
連
す
る
詩

す
る
。
制
擧
受
驗

二

の
詩

に

た
影

に
つ
い
て
、

に
本
章
の

て
、
高
適
の
詩
の

に

す
る

に
つ
い
て

て

た
い
。

　
高
適
の
制
擧
受
驗

り

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と

て
周

『
高
適
年

』

出
版

、
一

〇
年
、

の

『
周

文
集
』

、

出
版

、
二
〇
〇
〇
年

る
。
杜
甫
に
關

て
は
、『
ア
ジ
ア

２
２

　
杜
甫
と

の
時

』

出
版
、
二
〇
一

年

Ⅳ　

杜
甫
の
出

と

の
中

明

て
お
り
、
杜
甫
の

に
つ
い
て
は
中

一

の

杜
甫

『

中
國

』

二

、
二
〇
〇

年

に

い
。
ま
た
、
本
章

り

る
詩
に
關

て
は
、
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杜
甫

論

―
―
長
安
期
に
お
け
る
長

の

に
つ
い
て

『

大

大

文

研
究

』

、

一

一
年

の
中

時

の
詩

の

と
の
比
較

め
て

に

て
い
る
。

　
　
　
　
一

、
制
擧
受
驗
の
た
め
の
過
程

　
高
適
と
杜
甫
の
制
擧
受
驗

制
擧
に
關
す
る

す
る
た
め
に
、
ま

制
擧
と
い

制

に
つ
い
て

て
お

た
い
。
唐

代
の
科
擧
制
度
は
通
常
、
常

と
制
擧
に
分
け

る
。
常

は

年
行
わ

る

擧

驗

り
、

明

の

目
に

分

て
い
た
。
常

受
驗
の

の

ま

の

と

て
は
、
ま

地

行
わ

る

に

、
次
に
中

行
わ

る

に

、

て

に

る
た
め
に
は
、

に

受
驗

て

け

っ
た
。

の

た
め
、
常

に
よ
る
と

ま

に

常
に
時
間

る

の

っ
た
。
一

、
制
擧
は
不

期
に

々
に
お

わ

る

驗
制

る
。

の

は

に
ま

り
、

に

て
い

い

た

す

と

い

る
と
い

目

る
。

の
制
擧
制

に
つ
い
て
は
『
中
國

擧
制

�

』

出
版

、
二
〇
一

年

に

ま
と
め

て
い
る
。

は

に

の
制
擧
受
驗
の
た
め
の
過
程

て
お

。

　
制
擧
に
つ
い
て
は
『

』

擧
三

に

制

擧

、
不
有
常

、

目

。

、

在

、

親

。

、

中

、
文

高

、

次

出
身

制

の
擧

は
、
常

に

、

の
目

て

す
。

の

、

い
は

に
在
り
、

親

て

る
。
試

は已

、

の

中
に

て

、
文

の
高

は

に

る
に

て

、

の
次
は
出
身

。

と

る
よ

に
、
常

と
は

に

け

た

驗

る
。

の

記

、
制
擧

行
わ

る
と

、
ま

て

驗
に

、

て

驗

め
た

に
は
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い

に

、

に
次

に
は
出
身

る
と

て
い
る
。
制
擧
の

驗
に
は

常
に

の

目

け

て
い
た
。『
文

』

三

三

擧

の

制
擧

目
及
中
制
擧

に

二
年
、

、

及
第
。

の
記

は
じ
め
と

て
、

二

目

擧

て
い
る
。

目
に

の

い

て

、

の

は
、
の

に

る
よ

に

と

わ

っ
た

の
と

る
。

　

た

は
、
地

お
よ
び
中

の
長

に
よ
っ
て

、

驗

行

と
り
つ
つ

は

に
よ
っ
て

驗

行
わ

た
。

　
制
擧

受
け
る
た
め
の

の

に
は
、

常
地

長

と
中

の

の

受
け
る

、

�

�

の

受
け
る
、
ま
た
は

の
三
種
類

っ
た
。 

に
つ
い
て
は
『

元

』

「

擧

目

に

三
年

、

、

擧

三
年

三

、

に

て
、

の

擧

。

と

る
よ

に
、

と

る

に

っ
た
よ

る
。

、

い

と

驗

受
け
る

と

た
。

、『

元

』

「

第
二

に

開
元
二
年

制
、

�

、

、

不

、

擧
開
元
二
年

一

に
制
す
、

の

�

に

て
、

の

に

り
、

る

、

擧

め
よ

。

開
元

年
二

制

、

中

文

高

擧

年

二

二

制

て

、

中
に
文

の
高

の

、

に

り

擧

る

聽る
す

。

と

る
よ

に
、

い

い

は

る

と

明
記

て
い
る
。
開
元

年

二

に
は

に

擧

と
書

て
い
る

と

、

の

の

は

に

っ
た
。

 
 

に

に
は
、

の

擧

の

に

に
よ
る

の

り
、

制

『

大

集
』

一
〇
三

に

、

、

、

在

論
、
長

時

。

、

一
擧
、

、
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中

、

。

二

り

い
、

に

わ

る

、

い

、

び
に

在
に

論

、長

は
登た

時
に
與た

め
に

よ
。

の

は
、一
擧
に

ま
る
に

、

と

、

す
る

と

れ
。

中

に

、

の

。

二

。
に

て
い
る
よ

に

に

書
す
る

に
は

す
る

っ
た
。

　

て

い

に
よ
っ
て
受
驗

に

る
と
、

に

驗
に

と
に

っ
た
の

る
。

　

の
よ

に
、
制
擧
受
驗
に
は
一

に

受
け
る

っ
た

、

に

り
、
ま
た

の

に
は

は

と

い

と

わ

る
。

の
受
驗

ま
と
め
る
と
、
高
適
は

受
け
る

と
に
よ
っ
て
受
驗

に

て
、
二

制
擧

受
驗

、
杜
甫
は

の

と
っ
て
制
擧

受
驗
す
る

と
に

っ
た
。

は
次

よ

。

　
　
　
　
二
、

高
適
と
杜
甫
の
制
擧
に
關
わ
る
事
跡

　

制
擧
受
驗
に
關
わ
る

に
つ
い
て

た
と

、
本

は

の
制
擧
に
關
わ
る
事
跡
に
つ
い
て

て
お

た

い
。

の

擧
受
驗
に
關

て

に

明
す
る
と
、
高
適
は
『
高
適
年

』

の
先
行
研
究

は
じ
め
と

て
、
開
元
二

三
年

三

と

の
二

制
擧

受
驗

た
と

て
い
る

、
一

目
の
受
驗
に
關

て
は

常
の

擧

驗

受

け
た
と
す
る

�

る
。
本
章

は
二

制
擧

受
驗

た

の
と
す
る
。

　
杜
甫
の
制
擧
受
驗
に
つ
い
て
は
、
ま

に
制
擧

受
驗

た

の
の

第

の
時
に

っ
た

は
不
明

、次
に

一

に

三
大

の

に

じ
た

と
に
よ
っ
て

驗

受
け
て

制

じ

た
。
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の
制
擧
に
關
わ
る
事
跡

す
る
と
、

の

の
よ

に
ま
と
め

る �

。

高
適

杜
甫

三
年

〇
〇

生

先

元
年

一
二

生

開
元
二

年

三
二

安

詩

安

に

る

開
元
二

一
年

三
三

事

二

詩

に

る

開
元
二

二
年

三

記

詩

に

る

開
元
二

三
年

三

制
擧

受
驗
す
る

第

開
元
二

年

三

常
擧

受
驗
す
る

第

開
元
二

年

三

宋
中
に

り

に

開
元
二

年

三

宋
中
に

り

に

開
元
二

年

三

出

開
元
二

年

〇

に

り

に

開
元
二

年

一

宋
中
に

り

に

り

元
年

二

宋
中
に

り

に

り

二
年

三

宋
中
に

り

に

り

三

高
適
、
杜
甫
、

と

宋
の
地
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東

に

り

東

、

二

に
、

詩

に
、詩

邕
に

る

長
安
に

り

二

二

詩

に

る

宋
中
に

り

制
擧

受
驗
す
る

第

宋
中
に

り

長
安
に

り

に

に
擧

、
及
第

、

け

る

詩

に
、

詩

甫
に

る

長
安
に

り

〇

の

に

じ
る

詩

に

る

一

三
大

の

に

じ
、

の
目

に
と
ま
り
、
集

制

る

一

二

中
書

行
わ

て

、
出
身

る

二

三

長
安
に

り

三

詩

に

る

の

に

じ
る

に

る



七
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の

に
つ
い
て

て

る
。

　
高
適
の

擧
受
驗
に
關
す
る

と

て
、
ま

高
適
の

書

諸

詩
の
序
に

、
適

長
安

の

、
適

て
長
安
に

る

。

る
。

に

の

の
開
元
二

三
年

三

に

と

る
の

、

驗
の

受
け
て
長
安
に

い
た

と

わ

る
。

の
開
元
二

三
年

に
高
適

と

る

驗

受
け
た

い
の

、

の
一

目
の

驗

常

は

制
擧

受
驗

た
の

は

い

と

わ

る
。
ま
た
、

の
受
驗

に
高
適
は
開
元
年
間

の

の

、

時

っ
た

に
は

事

二

詩

、
開
元
二

二
年

三

に

っ
た

の

に

て
は

記

詩

り
、

と
關
わ
り

っ
て
い
た

と

、
地

の
高

の

受
け
て
制
擧

受
驗

た

高
い
。

の

驗

は
結

は

っ
た
。
次

に
高
適

制
擧

受
驗
す
る
の
は

る
。『

書
』
高
適
傳
に

宋

、

擧

宋

と

、

に

擧
す

。

と

る
よ

に
、

の

受
け
て
制
擧
の
一
種

る

受
驗

、

の
結

け

た
。
高
適

詩
の
序
に

、

、

詩
集

明

の

に

た
る

、

た

り
て

て

と

、

に

る

の
詩
集

明

に

す

。

と

り
、

の

と
は

の

と
と

わ

る
。

は
、『

書
』

傳
に

、

、

の

、

た

り
、

に

る

。
」 

と

る
よ

に
、

の

っ
た
。

『

』

安

大

出
版

、
二
〇
〇
〇
年

に
よ
る
と
、

は

に
宋

っ
た
。

年
間
に
宋

に

て
い
た
高
適
は

に
出

い
、

た
と

る
。
高
適

受
驗

た

と
い

目

は

の

に
は
す

に

在

た
。

の

は

の

に
關

す
る

目

、

事

に

い
て
い
た
と

て
い
る �

。

、『

』

二
に

制
擧
、

目

、

、

諸

の
制
擧
、

目

り
に

、
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に

の

に
す
る
の

に

て
、

の

は
諸

と

り

。

と

る
よ

に
、

は
、
先

の

り
制
擧
の

目
は

常
に

、

目
の

は

っ
て

の

は
常

の

目
と
大

っ
た
よ

る
。

　
杜
甫
は
開
元
二

年

三

に

め
て
の
常

受
驗

て

第

て
お
り
、

の

常
の

擧

驗

受
け
た

跡
は

い
。

次
に

に
制
擧

受
驗
す
る

第

て
い
る
。

の

驗
に
つ
い
て

〇

に

書

っ
た

に

っ
た

二

二

〇
〇
三

の

は

�

『
杜
甫

詩

』
、

、

二
〇
一

年
に
よ
る
、

じ

詩
に

、

。

、

に

、

と

て

る

め

と

す
る

、

て

、

と

て

に
す
る

。

と

り
、

に

の

々
の

に
よ
っ
て

驗

受
け
た
、
つ
ま
り

の
詩

る

に
制
擧

受
驗

た

と

わ

る
。

、

の

驗
の

時
期

、
受
驗
の
た
め
に

の

受
け
た

の

に
つ
い
て
は
不
明

る
。
清
の

『
杜
詩

』

中

華
書

、
一

年

は

の
制
擧
に
つ
い
て
、『

書
』

甫
傳

、
元
結
の

文

『

文
』

三

三

に

て
い
る

の

驗
と

時
に
受
驗

た

っ
て
い
る

、
杜
甫
に
關
連
す
る

は

わ

い
た
め
、

は

に

て
お

。

　

の
制
擧
受
驗

に

わ
っ
た
た
め
に
、
次
に
杜
甫
は

す
る
と
い

り
、
三

に
わ
た
っ
て

行
っ
た
。

〇

に

の

、

一

に

三
大

の

淸

�

�

事

賦 �

、

三

に

の

に

じ
た
。

の
中

三
大

の

は
杜
甫
の
墓
誌
銘

る
元

杜

墓
系
銘

序

に

中
、

三
大

、
明

、

文

中
、
三
大

じ
、明

と

、

に

じ
て
文

。

と

る
よ

に

に

め

た
。
ま
た
杜
甫

に
は

、
國
家

事

、

、

制

集

、

文
章

、
國
家

事
と
す
る

り
、

に

て
、
集

に
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制

、

に

て
文
章

る

。

と
、
中
書

の
集

に
て

驗

受
け
る
よ

制

じ

た
と

て
い
る
。

一

三

に
は

の

制

け
て
中
書

行
わ

、

、
出
身
の

て

三
年
の

期
間
に

っ
た

の

、

三
年

明
け
た

、

に

た
。

の

の
時
期
に
關

て
は

杜
甫

『

文

研
究
』
、
二
〇
〇

年

に
ま
と
め

て
い
る
。

　

の
制
擧
受
驗
に
關
す
る
事
跡

た
と

、
本
章

目

た
い
の
は
、
制
擧
受
驗

に
高

た

に

っ
た

詩

に
つ
い
て

る
。
高
適
は
開
元
二

三
年

三

の
一

目
の
制
擧
受
驗
の

に
、

に
詩

り
、
制
擧
受
驗
の
た
め
の

受
け
た
。

に
二

目
の
受
驗
の

に
は

る
と
は
っ

り
と

て
い
る

、

の

高

た

に
詩

り
、

て

め
て
い
る
。
一

杜
甫
の
一

目
の
制
擧
受
驗
に
つ
い
て
は

受
驗
時
期

不
明

る

と

、

論

い

の

る
。

二

目
の

の
行

に
關

て
は
、

の
時
期
に

た
杜
甫
の
詩

殘
っ
て
い
る

と

、

の

跡

た

る

と

る
。
杜
甫
は

〇

に
高
適
と

じ

に

て

詩

三

っ
て
お
り
、

に

に

高

に
詩

り
、

て

め
て
い
る
。

た
よ

に
、

杜
甫
の
と
っ
た

の

に
は
、
制

は

る

の

は

っ
た

、

じ
た

の

目
に

ま
る
よ

に
す
る
に
は
、

と

る

と

て
い
た
。
高
適
と
杜
甫

て

め
て

詩

っ
た
の

は
目

と

て
は

じ

は

い

、
次

に

す
る

の

は

つ

の

出
す

と

る
。

　

の

と

、
本
章

は

制
擧

受
驗
す
る
と
い

と
っ
た

と
、
ま
た

の

に
は
高

た

に

て

詩

っ
て
い
る

と
に

目

て
、
次

に
お
い
て
二

の

に

る

と

の
行

の

り
、

じ
行

と
っ
た
二

の

に

す
る

の

い

て

た
い
。

お
行
論
の
關

、
杜
甫
に
つ
い
て
先

に
論

る

と
に
す
る
。
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三
、

制
擧
に
關
わ
る
詩
に
つ
い
て

　
　
　
１

　
杜
甫
の
制
擧
詩

　
本

り

る
制
擧
に
關
連
す
る
詩
と
は
、
制
擧
受
驗
の

に
高

た

に

め
た
と

る
詩

る
。

は
ま

杜
甫
の
制
擧
に
關
わ
る
詩
に
つ
い
て

て

よ

。
杜
甫
の
一

目
の

の
制
擧
受
驗
の

の

不

明

る

と
は
す

に

た

り

る
。
杜
甫
に
は

二

二

詩

〇
〇
三
一

り
、

の
目

驗
の
た
め

け

る
と
は

い

、
高

た

に
詩

っ
て

の

っ

け

と

て
い
た
と

る
。

の

は

の

り

る
。

   
 

二

二

　
　
　

に

る
二

二

　

　
　

　

の

　

　

て

る
　

　

　
　

　

の

　

　

の

　

　

　
　

に

て

め
　

い

る
　

常

　

　
　

　
常
に

る

と

り
　

よ
り

る

　

　

　
　

　

た

　

い
は

　

淸
關

不

　
中

　
　
淸
關
　

じ

　
中

　

び
に

い

　

　

　
　

　

に

て
　

　

る
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一

親

　

　
　

に
親

　

て

は

　

　

華

　
　

　

　

華
　

す
　

　
章

　
　

　
章

め

す
　

　

　
　

　

に

じ
　

　

に

長

　
一

　
　

長
　

に

　
一

　

に

　

　

　
　

に

に

す
る

　

に

　

　

　
　

　

り
　

　

　

　
高

　
　

て

め
て

　
高

　

　

　

　
　

　

に

　

　

に

す
　

　

　
　

　

め
　

　

　

　

　
　

に
は

の

　

に
は

の

　

三

　

在

　
　

　

三

　

　

に
在
り

　

　

　
　

り
て

の

る

す
　

の

の

　

　

　
　

　

は

　

　

は

は

　

　

不

　
　

　

に

り
　

に

に

　

　
詩

た

は

族
の
一

、

の

に

た
る
。

は
文

は

い

の
の
、
文
散
官
の

は

二

り
、
杜
甫

受
驗
に

て

て

っ
て

お

は

い
。

の
詩
の
中

杜
甫
は
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る

の

め

、

の

身

て
て

る
よ

っ
て
い
る
。

、
第
一

『
詩

』

大

に

る

、『
三
國

』

傳
の

に

『

』
に

る

の

い

の

と

の

る
と

、
第
二

は
『

』
に

る

の

っ
て

の

て
い
る
。
第

二

は

じ
る

の

の

一

の

、第

三

は

に

、

に

の

の

と

、

時
に

と

た
杜

分
に

て
い
る
。

の

に

第

の

の

は

い

る

、

の

は

の

て
て
い
る

と

す
る

、

の
い
る

の

、

の
淸

に

て
い
る

の
と

わ

、
三

の

の

て
い
る

と

明

る
。

　

て

の

は

身
に
つ
い
て

、

て

め

て
い
る
。

杜
甫

身
に
つ
い
て

る

す
る

と
に

わ
り
は

い
。
第

は

の

た

と
、

三

っ
た

と

の

て
い
た

事

、

て
い

い
杜
甫

身
の
身
の

て
い
る
。
第
二

は
東

の

っ
て

る

、『

傳
』

二
年
の

の

の

り

い
て
、

の
身
に

る

に

て
い
る
。
第
二

一

は

に
つ
い
て
書

た
書

藏

て
い
た

安

に

、

に

第
二

二

は
『

書
』
本
傳
に

っ
た

安

て
い
た

と

て
、

安
と

じ
よ

に

杜
甫

の

に

る

と

い
、

っ
た

、

詩

の
中

に

じ

た
よ

は

い
と

め

っ
て
い
る
。

　

け

の

一

明

て
い

い

、

に

た

け

分
す

る

の

て
い
る

と
は
明

り
、
杜
甫

め
て

圖

に

の
よ

っ
て
い
る

と

わ

る
。
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ま
た
、

の
詩
は
詩

に

る
よ

に
、
一

の
長

る
。
杜
甫

體
詩

と
す
る

と
は
周

の
と
お
り

る

、

の
よ

高

に

て

め
る

詩

、

て

の
制

の

い
長

の

て

て
い
る

の
は

て

。

に
つ
い
て
は

に
擧

る
制
擧
に
關
わ
る
詩

て

た
い
。

　
杜
甫
の
制
擧
に
關
わ
る
詩
は

い

、
本

は

〇
〇
三
三

〇
〇
三

二

二

〇
〇
三

の
三

擧

た
い
。

三

は
す

て

年
間
に

東

の
長

中

の

書

に

た
高

の

に

っ
た
詩

る
。『

』
は

三

の

と
す
る

、

の

墓
誌
銘

る

大

大

行

國

明

開
國

墓
誌
銘

序

『

墓
誌

』

第

、

出
版

、
一

一
年

に

、

、

に

、

書

、

書

に

る

一

、
出

一

、
出

て

と

る

と

る
た
め
、
詩

の

の

の

、

一

ま

の
間
に

た

の
と
す

る
。

に

詩

は

、

年

り
に

す
る

、

年

た
り

と
詩

っ
た
年
に

書

と

っ
た
と
は
っ

り
と

て
い
る
の

、

の

と

る
。

す

、
杜
甫
は
三

の

行
っ
て
い
た

に

の
詩

に

っ
て
い
た
と

る
。

の
三

は

、

詩
と

じ

り
、

て

た
の

に

身
の

て

っ
て
い
る
。

　
　

　
　
　
　
　

に

る

傳

　

　
　

り
て
傳

　

に

　
章
甫

東
　
　

は

　
章
甫
は

東
す
る

と
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分

　

國

　
　

　

分

　

　
國

地

　

　
　

　
地
の

る

　

　

の

す
る

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

は

　

　

に

つ

大
　
周

　
　

　

大
に

て
　
周

　

　

　
　

り
て

る
に

　

に

明

　

　
　

　

明

　

す

の

る

　

　
　

　

す
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

に

る

　

年

　
　

　

り
に

す
る

　

年
　

た
り
　

在
　

　
　

　

在
り
　

　

時

　

　
　
時

　

に

す
る

　

　

に
す
る

　

　
　

に

る
る

　

　

に

す

安

　

　
　

り
て

に
安

と

　

　

に

　

家

　

　
　
家

　

い
　

　

に

不

　

大

　
　

は

り

　

り
　

た

た
り
て
大

に

と
は

　

　
　

て

　

つ

す
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一

　
　

　

い
　

　
一

つ
　

　

　
　

に

す

　

た

る
に

　

の
二

は
、

の

、
杜
甫

身
に
目

け
て

て
い
る

、

に

身

て
て

る
よ

に

っ
て
い
る
。

は

の

の

に

っ
た

と

て
、

に

た

事

い
、
杜
甫

身

り

の

に
、

に

て
い
る
。

に

の

と

て
の

、

の

と

て
の

章
甫

の

擧

、

分

て
い
る
。
第
三

は

の
一
族
の

る

ま

い
い
、
國

の

は

の
文

、次

杜
甫

の
よ

た

て

た
よ

に

の

に

て
い
た
の

に

け
て

て
い
る
と

る
。
第

は

明

る
よ

生

っ
て
い
る
と

つ
つ

、

の

は

の

た

の

の

事

い
て

の

め

り
、

に

の

の

に

い
た

る

杜
甫

身
に

て
、

に

け
て

る
よ

に

っ
て
い
る
。
ま
た
第
二

と

る

詩

は
ま

書

に

た

と

、
第
二

は

の

と

の

の

に

じ
て
い
た

と
と

わ

て

の
家
系

め

る
。

　
次
に
擧

る

二

二

詩

分

は

の
二

と
は

い
、

め

る

と
は

と

、

體
に
わ
た
っ
て
杜
甫
の

て
い
る
。

甫

年

　

國

　
　
甫

　

　

年
の

　

國
の

に

て

る
　

書

　

　
　
書

て

り
　

る

 



八
六

　
詩

親
　
　

は

る

の

　
詩
は

る

の
親

　

　

　
　

は

る

め
　

は

と

る

 
 

出
　

　
　

る

出

　

に

の

に

り

　

　
　

の

に

　

び

て
つ

め

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第

～
第

二

　

　
　

　

　

と

て

る

め

と

す
る

　

　
　

て

　

と

て

に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二

～
第
三

　
第

～
第

二

は
杜
甫

國
の

、
つ
ま
り

の
長

の

擧

て
長
安
に

い
た

と

、

は

る

の

、
詩
は

る

の
親

と

身
の
文

の

と

に

す
る

と

て
い
る
。

て

の

に

よ
っ
て

、
す

に
高
い

に

い
て

よ

と

て
い
た
と

る
。

　

の

り
に
い

っ
た

と
は

た
と
お
り

り
、

の
詩

っ
た

〇

、

一

目
の
制
擧
受
驗
に

た
の

、
杜
甫
は

行
い

の

っ

け

つ

と

い
て
い
た

っ
た
。

　
第
二

～
第
三

は

て

の

制
擧

受
驗
す
る

の

結

は

っ
た
た

と

に

て
い
る
。『

』
は

甫
に
よ
っ
て
す

て
の
受
驗
生

第
と

っ
た
制
擧
の

驗

の

と
と

て
い
る
。

、

の
墓
誌
銘

の
詩

〇

一

二

の
間



八
七

に

た

と

わ

る
の

、

の

は

三
大

の

じ
た
の

に
受
け
た

驗
の
結

は

っ
た

の
の
、
す

に

る

と

三
年
の
期
間
に

っ
た

と

っ
て
い
る
の

は

い

。

の

と

て
、

の

驗

の
の

に
、

驗

っ
た

國

と

に

じ
た

集

二

集

の

二

に

る

詩

〇
〇

の
中

驗
の
結

っ
た

と

る

、

不

た
り
、

す

の

の

の

と
一

す
る

と

擧

る
。

　

の

詩

わ

る

と
は
、
杜
甫
は

分
の
文

の

に

々

っ
た

と
、

て

の

に
よ
っ
て
た

に
出

、

け
る

と

る
と

じ
て
い
た

と

る
。

の

は

、

身

び

つ

と
の

い

に

て

の

第
の
よ

す

て
い
る
。

の
よ

、
杜
甫

は
文

の

る
制
擧
の
受
驗
、
お
よ
び

に
よ
っ
て

す
る

と
に
大

期

て
い
た

と

、

に
は

に

て

の

と

傳

よ

と

て
い
た
と

る
。

杜
甫
は

て

の

る

た
り
、

の

い

の

た
り

て
、

文

と

て
い
た
の

は

い

。

け
る

と

て
、杜
甫
は

年
間
の

と

行

て

に

高

た

に

詩

り
、

て

め
て
い
る
。

體

に
は
高

に

高

行

、
〇
〇
三

、

に

一

、
〇
〇

、

に

二

一

、
〇
〇

、

に

開

二

三

、
〇
〇

、

に

二

、
〇
一
一
三

っ
て
お
り
、

の

は
長

の

る
。

の

る
高

と

に

っ

た

の
は
、
中

は

、

の

と

て

る

と

っ
た

の
と

る
。

　

は
、

の
よ

は
杜
甫

け
に

る
の

。
次

は

の

て
い
る
高
適
の

て

い

。
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２

　
高
適
の
制
擧
詩

　

は
次
に
高
適
の
詩
に
つ
い
て

た
い
。
高
適
は
制
擧

受
驗
す
る
に

た
り
、
地

長

の
高

た

に
詩

り
、

め
て
い
た
。

て

の
詩

て

る
と
、
杜
甫
と

じ
よ

る
。
ま

高
適
の

詩

、

高
適

高

た

に

っ
た
と

る

詩

次
に
擧

て

よ

。

安

詩

三

事

二

記

二

東

二
三

二

三

二

二

　

の
詩
は
す

て

る
長

り

詩

に

の

明
記

て
い

い

の
に
つ
い
て
は

っ
た

、

わ

て

る
。
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の
詩
の
制

時
期
に
つ
い
て
は

の

に
記

た

り

る
。

に
つ
い
て
は

に

た

の

り
、

制
擧

受
驗
す
る
た
め
の

受
け
よ

す
る

圖

明

に

る
。
殘
り
三

の

と

に

っ
た

詩
に
つ
い
て
は
、

す

に

た

の

る
。

詩
は
、

に

の

、

の

に

っ
た
時
に

に

た

の

り
、

と

の

受
け
た

と
に

て
い
る
。

の
詩
は

の
た
め
、

は

に
關
連

て

た

の

る
と

る
。

　

は

の
詩
の

、

の
よ

る
の

た
い
。
本

は

事

二

　

東

二

り

る
。

の
二

は
、

二

る
長

の

り
、
制

時
期

詩
の

、

は
高
適
の
一

目
の
制
擧
受
驗
、

は
二

目
の
制
擧
受
驗
の

る
た
め
に

た

の
と

る
。

　
　

事

二

　

の

事
　

に

り

る
二

 

書

　

　
　

す

書
の

　

す

の

の

に
　 

　

　
　

る
る
に

　

る

す
　 

　

生

　
　

　

は

い
よ

　

生
　

は

に

る
　 

　

　
　

は

す

　

は

す

　 

三

　

　
　

三

て
お

　

り
て

と
と

に
す 

　

　
　

　

　

　

に

る
　 



九
〇

　

　
　

は

の

　

は

の

に

　

　

　
　

に

り
　

て

　 

　

　
　

て

て

　

て

す
　 

華

　

在

　
　

華
　

り
て

り
　

　

に
在

　 

　

　
　

と

て

　

と

て

に

　 
　

　
　

　

　

　

に

た
り

　 

　

　
　

め
て

の

び
　

に

の

　 

　

　
　

の

　

に

た
り

の

　

　

圖
　
　

　

　

　

圖
に

す
　 

　

　
　

　

に

た
り

　

　

に

す
　 

　
長

　
　

　

た
る
　
長

　

た

た
り
　 

　

　
　

　

に

　

　

　 

　

記

　
　

は
り
て

い
　

り
て

記
す

　

　

　
　

　

に

　

　

に

す
　 

　

　
　

て

に

は

　

た
る
は

の

り
　 

不

　

　
　
不

　

　

　

に
は

　 

行

　

　
　

　
行

　

　

　 

　

　
　

　

に

じ

　

　

に

り
　
　 



九
一

高

　

大

　
　

に
高

と

す

　

　
大

に

す
　 

　

　
　

と

　

に

ま

と

る
　 

　

　
　

て

　

て

　

　

念

　
　

　

　

に

念

　

 

　
ま

の
詩
は
開
元
二

一
年

三
三

、
高
適

�

に
滯
在

て
い
た

、

時

の

っ
た

に

っ

た

る
。

は

、

の

地

っ
た
。
高
適

の
二
年

の
開
元
二

三
年
に
制
擧

受
驗

て
い
る

と

は
先

の

り

る

、『
高
適
集
校

』
は

の

の

っ
た
の

は

い

と

て
い
る
。

に
、

の

は
杜
甫

め
た

と

一

る
。

　

の
詩
の

て

る
と
、

に

る
よ

に
、
杜
甫
と

の

る

と

わ

る
。
ま

詩
の

『
論

』
に
出

つ

っ
て

身
の

に
つ
い
て

、
次
の

は

に

す
る

の

め

て
い
る
。

の

の

に
は

一

と
に

て
お
り
、

第
三

の

は

�
周

の
諸

の
長

て
、

る

の

と

い
い
、

生

は
『

書
』

の

と

の

、

家

て
、

『

ま

つ
、

た

。』

の

い
て

の

て
い
る
。
第

は

に

の

の

と

時

の

に

る
。
第

は
東

て
い
た

の

、
地

と

っ
た

つ

に

た

事

い
て
、

東

の
よ

た
文
章
の

り
、
地

と

て

た

と

て
い
る
。

て

の

と

と

り

め

っ
た
の

、
第
二

一

の

ま

は
高
適

身

す
る
。
第
二

一

は
『

』
に

る

の

っ
て

、
大

の

い
て

に

す
る



九
二

て
い
る
。

　

の
詩
と

の
杜
甫
の

詩

比
較

て

る
と
、

つ

の

出

る
。
杜
甫
詩
に

大

と

る
よ

に
、

詩
に
は

じ

大

の

わ

、

に

の

て
い
る
。

じ

目

い
た
詩

る
。
先

の

り
、
高
適

開
元
二

一
年

、
杜
甫

〇

に

に
詩

っ
て
い
る
。
ま
た
、

の
年

る
と
、
高
適
と
杜
甫
は
開
元
二

年

二

と

三

に

わ

て
い
る
。

の

と

、
二

出

っ
た
時
に
、
杜
甫
は
高
適

に

っ
た
詩

と

り
、

た

詩

っ
た

る
。
過

に

た
詩

い
て
詩

る

と
は
、
杜
甫

て
い

る

と

す

と
に
つ

り
、

め
る
の
に
よ
り

っ
た
と

る
。

　
　
東

二

　
東

に

に

り

る
二

　

大

　
　

　

に

　

　
大

　

長

　
　

�

　

　

　
長

に

 

　

生

　
　

の

の

　

生
の

の

本

　

　
　

　
本
と

　

　

り

る

　

　
　

は

い
よ

　

は

　

　
　

　

よ
り

　

　

の

出

三
事
　

　
　
出

て
三
事

は
り
　

て

に

す
　

書

　

　
　

書
　

の

　

　

の

 



九
三

　

　
　

と

て

に

り
　

と

て

一

出

　

分

　
　
一

　

に
出

　

　

び
分

す

不

　

傳

　
　

の

め

　

の

傳

擧

　

　
　

　
擧

に

い
　

　

國
長

　

大

　
　

國
　
長

は

に

て
　

　
大

の

地
連

　

　
　
地
は
連

る

の

　

は

の

 
　

　
　

に

り
　

に

　

　

　
　

　

に

り
　

　

に

る
　

淸

　

　
　

淸

に

　

と

　

　

　
　

の

　

に

た
り

の

　 

高

　

　
　
高

　

に

　

　

す
　

　

　
　

て

り
　

り
て

に

　 

　

　
　

　

　

　

と

　

　

　
　

に

す

　

て

は

　 

長

　

　
　

て
長

　

と

て

わ

は
す
　

生

　

　
　

生
　

に

　

　

に

 

　

の
詩
は
、

に
東

の

っ
た

に

っ
た
詩

る
。

は
『



九
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』

二

、

、二

と

り
、

つ
て

っ
た
。
詩
中
の

、

の

と

一

す
る
。

の

す

、
高
適
は

の
三
年

に

の

受
け
て

受
驗

て
い
る
。

の
た
め
、

の

受
け
た

は
わ

い

、

の
詩
の
本
文

る

り

は

、

は

て

っ
て
い
る
の
は
間

い

い
。
本
文
は

す
る

と

ま
り
、
第
一

は

の

は

の
時

ま

、『
詩

』
に

る

大

の

い
、

は

國
の

に

っ
た

い

て
い
る
と

め
る
。

ま
た
、

の
詩

に
わ
た
っ
て
、

て

の

る

い
、

分
の

と

て
い
る

圖

じ

る
。

　

の
詩

の
高

に

っ
た
詩
と

て
は
、

に

じ
た

詩
二

る
。

の

、
高
適
は

に
擧

る

と
に

っ
た
。

　

に

の
二

擧

る
。

に
擧

た

に

の

と

甫
の
二

に

っ
た
詩

る
。

　
　

　

　

　

に

す
　

　
時

　
　

は

て

り
　
時
に

に

て

　

生

安

　

　
　

生
は

安

　

は

　

高
論

　

大

　
　

　
高
論
に

よ

り
　

　
大

連

　

族

　
　

　

に
連

り
　

族
　

開

　
淸
明

　
　

と

て

は

開

　
淸
明
に

て

は

に

甫

　

　
　

甫
の

　

の



九
五

　

　
　

　

い
　

　

す

高

不

　
大

本

　
　
高

　

　
大

　
本
よ
り

じ

跡

　

　
　
跡
は

と

　

は

に

り
て

ま
る

　
書

杜

　
　

の

は

　
書
の

は
杜

年

　

一

　
　

に

す

年
の

　

一

の

　

　
　

り
て

り
　

て

る

地

生

　

　
　

地
　

生
の

　

　

の

　

　
　

と

て

に

　

と

て

に

　

　
　

よ
り

り
て

に

　

に

　

　
　

と

と
　

す

び
に

た
り

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

に

す
　

　

大

　
　

　

に

り
　

　
大

　

　
　

　

り
　

　

に

す

元

　
淸

　
　

て
元

　
淸

　

に

た
り

本

連

系
　
長

生

　
　
本

　

系
に
連

り
　
長

　
生

に

た
り

明

　

　
　

　

明

に

　

　

す

國

　

　
　

　
國

　

　



九
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銘
　
　

た
り

の

　

た
り

の
銘

中

　
身

　
　

中
　

　
身

　

り
　

　
詩
書

　
　

　

び
　
詩
書

　

　

　
　

て

り
　

て

　

　
　

て

た

　

て

て

た

　

　
　

　

め
て

に

　

　

に

す

　

時

　
　

の

と

る

　
時
と

て

の

と

　
生
事

　
　

　

　
生
事
　

に

　

期

　
　

の

い

て
す
る

　

に

の

期
す
る

　

　
　

の

と

　

に

に
は

　

の
二

は
、
本

論

た
高
適
の
高

に

め
る

と

目

と

た
詩
の

と

と

る
詩

る

と

り
、

に

に

て
い
る
。

は
二

と

は

の

、

身
の

に
つ
い
て

、

三

二

の
長

の

る
。

の
詩
と

に

す
る

、

詩

に

、
第

の

は

に

た

の

の
事
跡

と

わ

、
第

の

は

の

、

と

る

と
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

の

た
二

の

は

っ
た

と

、

じ

っ
た

る

圖

明

に

る
。
ま
た
、

詩
の

一

の

、

の
詩

っ
た
時
に
は
す

に
高
適
は

に

じ

て
い
る

と

わ

る
。



九
七

て

に
高
適
は

詩
中

甫
に

て

、

と

、

甫
の

に

て
い

い

と

、

大

す

る

甫
に

い
と

て
い
る
。

　
本

り

た
詩
の

る
と
、
高
適
の

は

の
杜
甫
の

と

に
長

の

、

、

に

身

す
る
よ

に

っ
て
い
る
。

る

は
杜
甫
の
よ

に

分
の
文

の
高

に

て
い

い

と

。

の

の
論
文
に
よ

、

の

家
の
中

、

三

る

詩

て
い
る
の
は

杜
甫
�
高
適
に

、

に
は
高
適
の
長

の
詩
の

と

は

に
高

に

た

詩

る
。

の

と

高
適
は

る
た
め
に
、

て

の
長

の

い
た

と

わ

る
。

　
　
　
　
ま
と
め

　

の

り
、
高
適
と
杜
甫
の
詩

い

つ

り

て

て

た
。

二

の

の

一

ま
と
め
て

よ

。

　

に

す
る
の
は
、
ま

の

、

は

の
長

の

の

っ
て
い
る

と

る
。

に

の

に
關

て
は
、

に
と

ま

二

る
詩

る

と

、

圖

に
長

の
詩

っ
て
い
る

と

わ

る
。
次
に

の

と

て
、

、
詩
の

た
の

、

に

身
の

て

て

と
い

ま
っ
た

と
っ
て
い
る

と

擧

る
。

の
二
つ
の

て
生
ま

た

と
い



九
八

に
つ
い
て
は
、
二

制
擧
受
驗
と
い

の

た

と
に

る
と

る
。

に
制
擧
受
驗
の
た
め

の
過
程
に
て

明

た
よ

に
、
制
擧
受
驗
の

に
は

は

っ
た

、

と

て
、

受
け
る

っ
た
。

高

た

の

る
た
め
に
は
、

の
高

た

に

て

た

る
よ

の

て
、

の

の

た

と
の

つ
け

け

っ
た
は

る
。

の
た
め
に

、

て

の

の
高
い
長

の

る

と

と
の

い

た
の

は

い

。

に
杜
甫
に

っ
て
は

に

っ
た
詩
の
中

分
の
詩

に

々

身

っ
て
い
た

と

明
記

て
い
る
の

、

の

圖

っ
た
と

る
。

　
ま
た
、
制
擧
と
い

制

高
適
と
杜
甫
に

の
よ

詩

た
と

る
。
先
に

た
『

』
に

文

高

の
記

る

と

、制
擧
に

た

は

に

る

っ
た
と
い

る
。

の
年

、
高
適
と
杜
甫
は

ま

に

常
に
長
い
時
間

っ
て
お
り
、

の
よ

制

は

常
に

っ
た

の

は

い

と

わ

る
。

の
た
め
、
高

た

の

受
け
る
た
め
に

の

長

の

て

る

る
と

て
い
た
の

は

い

。

　

に
、
高
適
と
杜
甫
の
長

の

っ
て

た

の
詩
は
、

て

は

と

る

と

て
お

た
い
。
杜
甫
の

に
關

て
は

の

の
論
文
の
中

行
わ

て
お
り
、

は

杜
甫

三

の
間
、
長
安
に
滯
在

て
い
た

に

た

の
詩
は

て
高

た

に

た

の
詩

る

、
長
安

て

は

の
よ

詩

て
い

い

と

て
い
る
。

杜
甫
は

の

、
長

比
較

に
よ
り

る

と

、

體
詩
と
い

分
の

の
と

て

て
い

。
一

、

た
の

、
高
適
は
長

の

と

っ
た
。

の

は
、

の

の

生

る
と
い

と
に

大
い
に
關
連

て
い
る
。

、

に
は

の
詩
に

す
る

に

す



九
九

る

の

い

て
い
る
と
い

よ

。

①
　

�

『

文

年

』

出
版

、
二
〇
一
二
年

は
開
元
二

三
年
に

受
驗

た
と
す
る
。

②　

杜
甫
の

に
關

て
は
『
杜
甫

詩

』

に

に

た
。
高
適
の

に
關

て
は

の
『
高
適
年

』
お
よ
び

『
高
適
集
校

』

出
版

、
二
〇
一

年

に

に

た
。

③　

『

制

の
研
究
』

文

、
一

年
、

中
國
中

念

研
究
―
―

、『
中

研
究

研
究

集

』
第

本
、
一

年
お
よ
び
『
中
國

擧
制

�

』

④　

三
大

の

の

時
期
に
關

て
は
、

杜
甫

三
大

時
間

『

文

研
究
』
、
二
〇
〇

年

は
、

の

る
と
す
る
。

⑤　

『
高
適
集
校

』
に
よ
っ
て
、

に

め
た
。



一
〇
〇

　
　
　

結
論

　
本
論

は
高
適
研
究
に
お
い
て
、
高
適
集
の
版
本
研
究
と
高
適
の
傳
記
に
關
す
る

研
究

行
い
、 

の
高
適
お
よ
び

詩

の
研
究

る

た

出

と

た
。

　
第
一
章

は
、
高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て
、
書
目

の
高
適
集
の
記

た

、

研
究

元
に

た

結

、

高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て

に

行

っ
た
。
大
東
急
記
念
文
庫
藏
本
は
、

安
書

本
の

記

る

の
の
、

の

記

の

る

と

、
目

先
行
研
究
の
一

は
明
版
と

て
い
た
。

中
國
國
家
圖
書
館
藏
本

分
體
本
系
統
と
の

比
較

行
い
、
ま
た
、

宋
時

に

た
書

る
『
文
苑
英
華
』

、

の

殘
す

本
の

と
の
比
較

行

と

、
大
東
急
本
は
先
行
研
究
の
中

本
と

る
テ
キ
ス
ト
よ
り

『
文
苑
英
華
』�

本
と

い
版
本

る

と

、
大
東
急
本
の
版
本

明

に

た
。

の
た
め
、

記

て

、

て

、

す
る
高
適
集
の
中

よ
り

い

殘

て
い
る
と

、

の

の
高

明
す
る

と

た
。

　
第
二
章

は
、
高
適
の
家
系

家
族
に
關
す
る
事

、
親
族
に
關
す
る

墓
誌

は
じ
め
と
す
る
傳
記

り
に

行

っ
た
。
墓
誌
に
關
す
る

、
高
適
一
族
の
生

年

に
つ
い
て
ま
と
め
、
家
系
圖

た
。

の
結

、
高
適
一

族
に
つ
い
て

す
る
と
、
一
族
の
中
に
は
高
偘

高

の
よ

に
高

に

っ
た

の

い
る

の
の
、

は

ま

り
、
文

と

て
高
い

に

い
た

の
は
い

い

と

わ

る
。
ま
た
、

出

る
、
高
適
の
父
に

た
る

文
の

記

、
高
適
の
生
年

、
高
適
は
父

文

高

に

っ
て

の

る

と

明

た
。

て
、
父

文
の

年
と

に
關
わ
る

の
時
期
の

關

、
高
適
の
開
元
年
間
の
事
跡
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
年

に

り



一
〇
一

書

る

と

た
。

の
傳
記

の

、
高
適
に
は

に

て

い

受
け

る
よ

親
族

お

、

お

つ
二

父
親

て
い
る

と

、

る
ま

に
長
い
時
間

っ
た
と

る
と

た
。

　
第
三
章

は
、
高
適

た

、

常
の

擧

驗

は

制
擧
の
受
驗

て
の

っ
た

と
に

目

、

じ

制
擧
受
驗
に
よ
っ
て

た
杜
甫
と
比
較
す
る

と

、
高
適
の

に

す
る

に
つ
い
て

行

っ
た
。
高
適
と

杜
甫
の
制
擧
受
驗
に
ま
つ
わ
る
事
跡
と
、
制
擧
の
受
驗

に
高

た

に

た

の

詩

す
る
と
、
二

の
詩

に

て
、
制
擧
受
驗

の

の

影

て
い
る

と

わ

っ
た
。

の

詩
に
は

在

、

ま

は
、

て

た
の

、

身
の

て

と
い

と
る

と

明

た
。

次
に

は
、

の
長

の

の

と
り
、

は
二

る
詩

る

と

、

圖

に
長

の
詩

て
い
た

と

わ

っ
た
。
制
擧
受
驗
に
關

て
、

と

て

の

在

っ
た

と

、

の

高

に

て

受
け

る
よ

詩

生

出
す

っ
た
。

の
た
め
、

は

て

の
高

、

の
高
い
長

の

詩

る

と

、
高

の
目

、

の

に

つ
け
よ

と

た
と

る
。

　
本
論

は
、

の
高
適
に
關
す
る
研
究
に

て
、

る

と

、
高
適
研
究
に

た

る

と

目

た
。

　
高
適
集
の
版
本
研
究
に
お
い
て
は
、

本
の

中
國
�

藏
本
に

て
書
誌

行
い
、
高
適
集
版
本
に
つ
い
て

研
究
結

る

と

た
。
ま
た
、

行

っ
た
版
本
に
關

て

、

年

た

に
つ
い
て
は
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

す
る

と

た
た
め
、

た
。

の
中

、
本
論

に
論
じ
た



一
〇
二

大
東
急
記
念
文
庫
藏
本
は
、

結

版
本
の
中

一
の

宋
版
本

る

と

結
論

け

た

、
影

て
い

い

と

、

の
版
本
研
究

論

る

と

っ
た
。

の
た
め
、
大
東
急
本
と

版
本
と
の
比
較

て
、

の

明

に

た

と
は
、
高
適
集
版
本
研
究
に
お
い
て

常
に

の

る
と

る
。

　
高
適
の
傳
記
に
關
す
る
研
究
に
つ
い
て
、

の
不

に
よ
り
、
高
適
の
生
年

家
系
に
つ
い
て
先
行
研
究
間

結
論

っ
た
。

、
本
論

は
、

年
出

た

刻

る

文

記
と
高

墓
誌
の

の

と
す
る

と

先
行
研
究
の
不

い
、

に
高
適
の
開
元
年
間
の

り

に

と

た
。

て
、
高
適

て

期

る
よ

親
族

た

っ
た

と

、

て
父
親

、
二

け

っ
た

傳
記

、
高
適
の
詩

、
高
適
の

に

大

影

た
に

い

い
。

の
影

は
、
高
適

の

と

て
制
擧
と
い

制

た

と

て
と

る
。
制
擧
に

た

は

出

す
る

っ
た

と

、
長
年

に

た
高
適

は
の

っ
た
と

る
。
高
適
の
制
擧
に
關
連
す
る
詩
に
關

て
、
杜
甫
と
比

較
す
る

と

、

た
長

の

詩

殘

た

と

わ

り
、

は

に

殘
す
詩

の

と

て

い

た
。

の
一

、
杜
甫
は

に
長

の

詩

制

け
た

、
高
適
は

高

に

っ
た

と

り
、

の
よ

詩

る
と
い

る
。

の
よ

に
、
高
適

け

は

、

杜
甫
と
の
比
較

行

と

、

詩

の

擧
と
の
結
び
つ

論

る

と

、

研
究
に

て

す
る

と

た
と

よ

。

　

論

の
研
究
の

と

て
は
、
高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て

の

に

ま
り
、
本
文
の

に
關
す
る

論
じ

て
い

い

、
高
適

の
一
族
に
つ
い
て
、

に

明
す
る

け
の

て
い

い

と

、

い

つ

の

殘
っ
た

と

擧

る
。

擧

、
高
適
の

父
に

た
る
高
偘
は

に

る

の



一
〇
三

り
、
本

の

の
高
適
ま

る
は

、
一
族
の

て
い

い

の

る
。

　

、
高
適
研
究

に
行

と
は
、

詩

研
究
に

て

た

研
究

開

る

と

に

よ

。
高
適
は

文

に
大

殘
す

在

り
、
杜
甫

と
す
る
大
詩

と

っ
た
。

の
た
め
、
高
適

研
究
す
る

と
は

の
一

の
詩

の
研
究
に
と

ま

、
關
連
す
る

詩

研
究
に

て

大

影

、

の
研
究

る

の

る
に

い

い
。


